


ご挨拶

仏教伝道協会のあゆみ

財団法人 仏教伝道協会（2012年度の主な活動）
被災保育施設支援金
　～BDK東日本大震災復興団体助成金制度の設置と交付～

出版事業のご紹介～「仏教聖典」頒布の今とその他事業 
第46回仏教伝道文化賞
第42回実践布教研究会（於：比叡山延暦寺）
　●特集インタビュー　～25年越しの実践布教研究会に参加して～
　　宮城 泰年 師（本山修験宗総本山 聖護院門跡 門主）

BDKシンポジウムの開催
BDKグローバル会議の開催
仏教伝道協会　留学生奨学金制度と今後の展望
　●日本人留学生奨学金制度の新設と受給者紹介
　●2012年度受給者インタビュー
　　何 歓歓 さん（東京大学研究員）、同　斎藤 明 教授
　●受給者のその後・・・元受給者インタビュー
　　2011年度受給者　ザイレ 暁映 さん（法相宗 大本山 興福寺）

海外協力機関のご紹介
 １）アジア圏
　　　台湾
　　　シンガポール
 ２）北米圏
　　　アメリカ
　　　カナダ
　　　ハワイ
　　　メキシコ
 ３）南米圏
　　　ブラジル
 ４）欧州圏
　　　ドイツ
　　　イギリス 

“ささえあって”

01
02
04
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
19
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
29

　　 　

 

　

 
  　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

　 

　

 

　

 

　

 

  　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

  

 

CONTENTS
02

 

 
  

 

  

 

 

 

  

 

公益財団法人　仏教伝道協会
会長　沼田 智秀

　

 

  　

 

　

 

　

 

  　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

　
　

 

各言語に翻訳された「仏教聖典」

第１期翻訳事業が続く「英訳大蔵経」



 

　

 

　 　
　　     

　
　
　
　　   　   
　
　　 　     

 
　　　
　　　
 
　　　
　　　
　　　
　　　
 
　　　
 
　　　
　　　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

仏
教
伝
道
協
会
は
、
株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
の
創
業
者

沼
田
惠
範
が
、
み
仏
の
教
え
を
広
く
世
界
に
弘
め
る
た

め
に
発
願
し
、
有
縁
の
方
が
た
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昭

和
40
（
１
９
６
５
）
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
仏
教
聖

典
の
現
代
語
訳
と
外
国
語
訳
に
よ
る
編
集
、
刊
行
と
そ

の
普
及
を
事
業
の
柱
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
賛

同
、
ご
協
力
を
賜
り
、
着
実
に
そ
の
あ
ゆ
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に

伴
い
、
内
閣
府
よ
り
移
行
認
定
を
受
け
、
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
４
月
１
日
か
ら
「
公
益
財
団
法
人
仏

教
伝
道
協
会
」
と
名
称
を
改
め
、
よ
り
公
益
性
と
信
頼

性
の
高
い
団
体
と
し
て
新
た
な
出
発
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

 　

こ
の
移
行
に
伴
い
、
財
団
の
目
的
を
「
日
本
文
化
の

基
本
で
も
あ
る
慈
悲
と
共
生
の
仏
教
精
神
と
仏
教
文
化

と
そ
の
学
術
振
興
を
促
進
し
現
代
的
理
解
を
弘
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
啓
蒙
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
育

て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
す
る
」
と
し
、
さ
ら
な
る

活
動
の
場
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

当
協
会
で
は
、
特
定
の
宗
派
に
と
ら
わ
れ
ず
、
仏
教

が
持
つ
東
洋
の
叡
知
を
一
人
で
も
多
く
世
界
の
人
々
に

伝
え
る
た
め
の
活
動
や
事
業
を
展
開
し
、
最
終
的
に
は

民
族
や
国
家
を
超
え
て
、
人
類
の
平
和
と
幸
福
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

  　

今
後
と
も
、
当
協
会
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
の

ほ
ど
を
、 

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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公益財団法人としての
新たな出発に際して
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昭
和
９
年（
１
９
３
４
）

 

昭
和
　
年（
１
９
６
１
）

昭
和
　
年（
１
９
６
５
）

昭
和
　
年（
１
９
６
６
）

昭
和
　
年（
１
９
６
７
）

昭
和
　
年（
１
９
７
０
）

 

昭
和
　
年（
１
９
７
２
）

昭
和
　
年（
１
９
７
３
）

昭
和
　
年（
１
９
７
５
）

昭
和
　
年（
１
９
７
６
）

 

昭
和
　
年（
１
９
７
７
）

 

昭
和
　
年（
１
９
７
８
）

 

昭
和
　
年（
１
９
８
０
）

 

昭
和
　
年（
１
９
８
１
）

  

昭
和
　
年（
１
９
８
２
）

  

昭
和
　
年（
１
９
８
３
）

 

　

   

　

 

　　

   

　　　

 

　

 

　

 

　

発
願
者　
沼
田
惠
範
師　
仏
教
伝
道
の
た
め
起
業
を
志
し
、
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
の
国
産
化
を

目
指
し
て
試
作
・
研
究
を
重
ね
、
三
豊
製
作
所
を
創
業
す
る
。
（
現 

株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
）

『
英
文
仏
教
聖
典
』
刊
行
、
ホ
テ
ル
寄
贈
開
始

財
団
法
人　
仏
教
伝
道
協
会
を
設
立　

『
日
英
対
訳
仏
教
聖
典
』
刊
行

第
１
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
（
平
成
　
年
第
　
回
に
至
る)

第
１
回
実
践
布
教
研
究
会
開
催
（
平
成
　
年
第
　
回
に
至
る
）

仏
教
音
楽
普
及
の
た
め
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
築
地
本
願
寺
へ
寄
贈

仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
竣
工
式

『
和
文
仏
教
聖
典
』
刊
行

『
和
英
対
照
仏
教
聖
典
』
刊
行　
国
内
・
海
外
ホ
テ
ル
に
寄
贈
開
始

『
フ
ラ
ン
ス
語
仏
教
聖
典
』
刊
行

（
以
後
各
国
語
版
仏
教
聖
典
を
翻
訳
・
刊
行
、
現
在
　
言
語
に
至
る
）

第
１
回
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
「
東
西
の
出
合
い
」
開
催　

（
平
成
　
年
ま
で
に
　
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
音
楽
祭
を
開
催
）

北
米
仏
教
伝
道
協
会
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
）
設
立

ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
設
立

設
立
　
周
年
記
念
式
典
開
催

南
米
仏
教
伝
道
協
会
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
）
設
立

「
仏
教
聖
典
を
生
活
に
活
か
す
会
」
発
足

「
仏
教
聖
典
を
経
営
に
活
か
す
会
」
発
足

『
点
字
仏
教
聖
典
』
刊
行　
記
念
贈
呈
式
を
挙
行

「
大
正
新
脩
大
藏
經
」
英
訳
を
発
願

第
１
回
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
開
催
（
平
成
　
年
ま
で
に
　
回
開
催
）

「
沼
田
仏
教
翻
訳
研
究
セ
ン
タ
ー
」
（
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
バ
ー
ク
レ
ー
）
開
設

『
神
道
聖
典
』
『
儒
教
聖
典
』
刊
行

『
和
英
対
照
仏
教
聖
典
』
病
院
へ
の
寄
贈
開
始

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　

　　

 

　

 

‘60s‘80s

‘30s‘70s

仏 教 伝 道 協 会 の
あ ゆ み

  

Bukkyo Dendo Kyokai History

67 66 65 6173 72 70777880818283 76 75 34

　 　
■沼田仏教講座
　沼田惠範師　ハーバード大学との調印

■発願者　沼田惠範師

■仏教伝道文化賞贈呈式■築地本願寺へ寄贈されたパイプオルガン

37

24

46

46

24

24

15

15

25

60

42

4041424547485051525355565758
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昭
和
　
年（
１
９
８
４
）

   

　

 

昭
和
　
年（
１
９
８
５
）

昭
和
　
年（
１
９
８
７
）

   

平
成
元
年（
１
９
８
９
）

平
成
３
年（
１
９
９
１
）

平
成
５
年（
１
９
９
３
）

平
成
６
年（
１
９
９
４
）

平
成
９
年（
１
９
９
７
）

平
成
　
年（
２
０
０
０
）

平
成
　
年（
２
０
０
５
）

平
成
　
年（
２
０
０
７
）

 

平
成
　
年（
２
０
１
１
）

 

平
成
　
年（
２
０
１
２
）

 

平
成
　
年（
２
０
１
３
）

　

　

 

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
開
設

（
平
成
　
年
ま
で
に
世
界
主
要
大
学
　
校
に
開
設
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
伝
道
協
会
（
ド
イ
ツ
）
設
立

ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
設
立

『
和
文
仏
教
聖
典
普
及
版
』
刊
行

メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
（
メ
キ
シ
コ
）
設
立

南
伝
仏
教
伝
播
に
関
す
る
調
査
研
究
と
復
興
支
援
の
開
始

設
立
　
周
年
記
念
〝
「
聖
典
の
集
い
」
　
年
の
歩
み
・
そ
し
て
・
・
・
〞
開
催

カ
ナ
ダ
仏
教
伝
道
協
会
（
オ
ン
タ
リ
オ
）
設
立

イ
ギ
リ
ス
仏
教
伝
道
協
会
（
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
）
設
立

台
湾
仏
教
伝
道
協
会
（
台
北
）
設
立

外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
制
定

英
訳
大
蔵
経　
初
巻
『
摂
大
乗
論
』
刊
行　
（
平
成
　
年
ま
で
に
　
巻
出
版
）

発
願
者　
沼
田
惠
範
師　
５
月
５
日
逝
去　
享
年
　
歳

設
立
　
周
年
記
念
式
典
開
催

設
立
　
周
年
記
念
式
典
開
催

設
立
　
周
年
記
念
「
伝
道
の
集
い
」
開
催

『
手
話
仏
教
聖
典
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』
刊
行　
全
国
の
ろ
う
学
校
・
聴
覚
障
害
者
機
関
・
図
書
館
へ
寄
贈

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し
て
「
Ｂ
Ｄ
Ｋ
復
興
支
援
団
体
助
成
金
」
の
交
付
（
実
施
）

「
仏
教
聖
典
を
初
歩
英
語
で
学
ぶ
会
」
開
始

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し
て
「
Ｂ
Ｄ
Ｋ
被
災
保
育
施
設
支
援
金
」
の
交
付
（
実
施
）

日
本
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
制
定

ま
ん
が
『
仏
教
の
ひ
み
つ
』
刊
行　
約
３
０
０
０
０
冊
を
全
国
の
小
学
校
、
公
立
図
書
館
へ
寄
贈

公
益
法
人
制
度
改
革
に
沿
っ
て
公
益
財
団
法
人
に
移
行

公
益
財
団
法
人 

仏
教
伝
道
協
会
と
な
る

会
長　
沼
田
智
秀
就
任

‘10s

‘00s

‘90s 

‘

  

   

8485878991939497000507111213

■仏教音楽祭 ■沼田仏教講座
　沼田惠範師　オックスフォード大学との調印 　 　

■「英訳大蔵経」出版記念 ■マイクロメータ第 1号■ブータンに於ける「仏教聖典」贈呈式 　

■実践布教研究会

20

20

25

303540

97

43

25

15

596062121719232425
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仏
教
伝
道
協
会
で
は
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
の
〝
被
災
寺

院
支
援
〟
に
続
き
、
公
益
社
団

法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
の
協

力
を
経
て
、
平
成
24
（
２
０
１

２
）
年
、
被
災
し
た
保
育
施
設

を
対
象
と
し
た
「
Ｂ
Ｄ
Ｋ
被
災

保
育
施
設
支
援
金
」
を
新
た
に

設
け
ま
し
た
。

本
支
援
金
は
、
以
下
（
Ａ

項：

東
日
本
大
震
災
で
施
設
や

設
備
が
被
災
し
た
保
育
施
設
、

Ｂ
項：
被
災
園
児
の
受
入
れ
、

精
神
的
・
物
理
的
支
援
を
過
去

に
し
た
保
育
施
設
、
Ｃ
項：

被

災
園
児
の
受
入
れ
、
精
神
的
・

物
理
的
支
援
を
現
在
し
て
い
る

又
は
こ
れ
か
ら
被
災
園
児
支
援

を
行
う
こ
と
が
確
実
な
保
育
施

設
）
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施

設
を
対
象
と
し
、
平
成
23
（
２

０
１
１
）
年
７
月
１
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
公
募
を
行
い
、
32

施
設
よ
り
申
請
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
９
月
、
外
部

有
識
者
を
含
む
「
Ｂ
Ｄ
Ｋ
被
災

保
育
施
設
支
援
金
審
査
委
員

会
」
を
開
催
し
、
公
正
に
審
議

し
た
結
果
、
総
額
９
２
０
万
円

の
支
援
金
を
交
付
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
施

設
よ
り
多
数
の
御
礼
の
お
手
紙

等
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
一

部
で
は
あ
り
ま
す
が
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仏
教
伝
道
協
会
で
は
「
Ｂ
Ｄ

Ｋ
被
災
保
育
施
設
支
援
金
」
が

少
し
で
も
被
災
さ
れ
た
地
域
の

子
供
た
ち
の
心
身
の
健
康
回
復

と
今
後
の
豊
か
な
人
間
形
成
の

一
助
と
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
　

「
Ｂ
Ｄ
Ｋ
被
災
保
育
施
設
支
援
金
」交
付

財団法人 仏教伝道協会

2012年度の主 な 活 動

  

　

 

　

  

01Activity
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
現
在
も
復

興
の
足
取
り
は
遅
く
、
未
だ
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
が
た
が

仮
設
住
宅
等
で
の
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
被
災
地
域
の
子
供
た
ち
も
ま
た

心
身
と
も
に
大
変
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

│
震
災
に
よ
り
、
小
学
校

入
学
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

年
長
児
１
名
が
津
波
に
巻
き

込
ま
れ
、
そ
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
悲
し
さ
、

悔
し
さ
、
い
ら
だ
ち
は
こ
の

上
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
亡
く
な
っ
た
園
児
の
分

ま
で
も
前
を
向
い
て
一
歩
一

歩
踏
み
出
そ
う
と
決
意
し
、

園
児
が
明
る
い
表
情
で
園
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
度
私
共
を
更
に
力
強
く
後

押
し
し
て
い
た
だ
く
多
大
な

支
援
金
を
賜
り
感
謝
の
念
に

堪
え
ま
せ
ん
。
園
児
た
ち
が

毎
日
を
元
気
溌
剌
に
園
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。（
学
校
法
人
聖
和
学

園
聖
和
幼
稚
園
　
宮
城
県
仙

台
市
）

│
頂
戴
い
た
し
ま
す
支
援

金
に
つ
い
て
は
、
破
損
い
た

し
ま
し
た
園
舎
の
修
復
工
事

代
金
の
一
部
と
保
育
設
備
の

充
当
に
充
て
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
幼
児
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
万
全
を
期
す
覚
悟

で
す
。
こ
の
度
は
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
学
校
法

人
陸
奥
国
分
寺
学
園
る
り

幼
稚
園
　
栃
木
県
那
須
原

市
）│

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
「
手
を

合
わ
せ
る
や
さ
し
い
心
」
が

育
ま
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。（
結
城
明
照
保

育
園
　
茨
城
県
結
城
市
）

│
震
災
直
後
は
壊
れ
た
箇

所
や
原
発
の
影
響
も
あ
る
た

め
、
一
昨
年
は
園
児
の
安
全

を
考
え
休
園
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
温
か

い
ご
支
援
の
お
気
持
ち
に
深

く
感
謝
し
、
よ
り
一
層
保
育

を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

（
学
校
法
人
す
ぎ
の
こ
幼
稚

園
　
栃
木
県
那
須
原
市
）

│
仏
教
伝
道
協
会
様
の
お

心
づ
か
い
の
お
か
げ
さ
ま
で

見
ら
れ
る
園
児
た
ち
の
笑
顔

が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま

す
。
頂
い
た
暖
か
い
お
気
持

ち
を
深
く
心
に
刻
み
、
前
を

向
い
て
歩
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
学
校
法
人
同
性
寺

学
園
和
光
幼
稚
園
　
宮
城

県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
）



仏
教
伝
道
協
会
が
こ
れ
ま
で

頒
布
し
て
き
た
「
仏
教
聖
典
」

は
、
翻
訳
言
語
数
46
言
語
、
累

計
発
行
部
数
８
０
０
万
冊
以
上

に
及
ん
で
い
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
、
以
前
よ
り

行
っ
て
き
た
ホ
テ
ル
・
病
院
へ

の
「
仏
教
聖
典
」
寄
贈
に
加
え
、

新
た
に
仏
教
系
教
育
機
関
等
へ

の
寄
贈
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
生
徒
・
保
護
者
の
方
々
が

授
業
・
記
念
行
事
等
を
き
っ
か

け
に
「
仏
教
聖
典
」
に
ふ
れ
る

事
で
、
仏
教
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
本
年
は
四
天
王
寺

中
・
高
等
学
校
（
和
宗
）、
淑

徳
学
園
（
浄
土
宗
）、
芝
中
・

高
等
学
校
（
浄
土
宗
）、
平
安

中
・
高
等
学
校
（
浄
土
真
宗
）、

立
正
高
校
（
日
蓮
宗
）
他
55
校

に
て
２
２
５
３
６
冊
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
引

き
続
き
各
地
で
営
ま
れ
る
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
追
悼
法
要

へ
の
参
加
者
に
も
無
償
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

海
外
で
は
協
力
機
関
の
他

に
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド

大
学
、
ネ
パ
ー
ル
・
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
そ

の
他
各
国
へ
の
寄
贈
な
ど
を
含

め
約
６
０
０
０
０
冊
を
頒
布
し

て
い
ま
す
。
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「
仏
教
聖
典
」

２
０
１
２
年
の
頒
布
状
況

02Activity

英
訳
大
蔵
経
の
デ
ジ
タ
ル
公
開

03Activity英
訳
大
蔵
経
事
業
の
一
環
と

し
て
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）

年
９
月
よ
り
大
正
新
脩
大
藏
經

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
通

称：

Ｓ
Ａ
Ｔ
）
上
に
て
大
正
新

脩
大
蔵
経
の
デ
ー
タ
と
英
訳
大

蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
対
訳

公
開
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

４
月
よ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
検
索
機

能
を
利
用
し
た
英
訳
大
蔵
経
の

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
検
索
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
仏
教
伝
道
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
Ｗ
ｅ

ｂ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
仏
教
研
究
者
の
利
便
性
は

飛
躍
的
に
向
上
し
、
今
後
新
た

な
発
見
、
学
問
的
展
開
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈2012年の「仏教聖典」頒布状況〉1月～12月

ホテル（新規）
ホテル（補充）
病　院（新規）
病　院（補充）
学　校（販売）
学　校（寄贈）
寺　院（販売）
被災寺院寄贈
一般他販売
書　店
寄　贈
国内頒布数計
海外協力機関
ホテル
その他
海外頒布数計

件　数 寄贈冊数 販売冊数

124,716総　計

28
118
4
9
24
55

12
102

2,866
11,947
225
310

22,536

582

6,923
45,389
57,220
1,000
2,178
60,398

105,787

11,178

4,893

775
2,083

18,929

0
18,929

国　
内

海　
外

被災者追悼法要（石巻市仮設住宅にて）

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
（
プ
リ
エ
ト
教
授
）

公
式
サ
イ
ト
よ
り
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㈱
学
研
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

児
童
書
と
し
て
定
評
の
あ
る
学

習
ま
ん
が
〝
ひ
み
つ
シ
リ
ー
ズ
〟

『
仏
教
の
ひ
み
つ
』
を
刊
行
い

た
し
ま
し
た
。
小
学
校
５
年
生

の
女
の
子
葉
月
が
、
愛
犬
の
死

を
通
じ
て
仏
教
の
教
え
に
触

れ
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

自
己
や
周
り
と
の
あ
り
方
に
目

覚
め
な
が
ら
、
悲
し
み
を
乗
り

越
え
て
ゆ
く
と
い
う
話
で
、
仏

教
の
基
本
的
な
教
え
や
仏
教
用

語
も
学
べ
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
仏
教
伝
道
協
会
で
は
本

書
を
全
国
約
２
３
５
０
０
の
小

学
校
、
３
０
０
０
の
公
立
図
書

館
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
ま
た
、

寺
院
で
の
日
曜
学
校
・
ご
講
話

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
普
及
版
（
並
製
本
）
の
刊

行
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

『
仏
教
の
ひ
み
つ
』
発
刊

04Activity

一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー

み
ち
し
る
べ
「
正
見
」
発
刊

05Activity毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
「
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ

ー
」
と
そ
の
解
説
書
「
み
ち
し

る
べ
」
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
八
正

道
」
の
刊
行
を
平
成
25
（
２
０

１
３
）
年
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
「
正
見
」

は
、
仏
典
や
こ
と
わ
ざ
か
ら
の

名
言
と
美
し
い
写
真
の
味
わ
い

は
そ
の
ま
ま
に
、
体
裁
を
改
め

リ
ン
グ
式
の
留
め
具
を
採
用

し
、
よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
文
言
の
英
文
訳
を

大
き
く
表
示
、
文
言
の
典
拠
も

付
記
し
て
お
り
ま
す
。

『
み
ち
し
る
べ
正
見
│
正
し

い
見
方
│
』
は
、
み
ち
し
る
べ

シ
リ
ー
ズ
初
の
女
性
執
筆
者
、

愛
知
専
門
尼
僧
堂
堂
長
の
青
山

俊
董
師
の
手
に
よ
る
カ
レ
ン
ダ

ー
の
解
説
書
で
す
。
長
年
尼
僧

の
指
導
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
自

ら
の
体
験
や
茶
道
の
心
を
通
し

て
、
31
の
文
言
に
心
に
響
く
お

話
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
よ
り
多
く
の
方
が
た
の
お

手
元
に
届
く
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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仏
教
伝
道
文
化
賞
／
沼
田
奨
励
賞

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
よ
り
、
従
来
の
仏
教
伝
道
文
化
賞
Ａ
項
、

Ｂ
項
、
Ｃ
項
・
功
労
賞
の
区
分
を
な
く
し
、
長
年
に
亘
っ
て
仏
教
伝
道
文

化
に
貢
献
の
あ
っ
た
方
ま
た
は
団
体
に
「
仏
教
伝
道
文
化
賞
」
を
、
ま
た

「
仏
教
伝
道
文
化
賞
沼
田
奨
励
賞
」
を
新
設
し
、
今
後
の
仏
教
伝
道
を
通

じ
た
文
化
活
動
の
振
興
が
、
大
い
に
期
待
で
き
る
方
ま
た
は
団
体
に
同
賞

を
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
46
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
受
賞
者

（
平
成
24
年
／
２
０
１
２
年
）

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
10
月
12
日
（
金
）
午
前
11
時
よ
り
仏
教
伝
道

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
東
京
都
港
区
）
に
て
贈
呈
式
な
ら
び
に
祝
賀
披
露
宴
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
46
回
　
仏
教
伝
道
文
化
賞

文
化
賞
概
要
と
受
賞
者
の
紹
介

06Activity

仏教伝道文化賞

西來 武治 氏

大正13（1924）年北海
道生まれ。電話カウンセ
リングの草分け的な存在
で、40年間におよそ19万
件もの電話相談を受け、
多くの人々に精神面や健
康面での相談に応える。
医事評論、教育面でも活
躍する。

仏教伝道文化賞
沼田奨励賞

白館 戒雲 氏
［ツルティム・ケサン・カンカル］

昭和17（1942）年西チ
ベット生まれ。日本に帰
化してからは主に、大谷
大学でチベットの仏教や
文化を伝えることに努め、
若手研究者を育てる。ま
た日本で学んだ近代仏教
学の成果をインドや中国
の仏教界に伝えている。

仏教伝道文化賞
沼田奨励賞

玄侑 宗久 氏

昭和31（1956）年福島
県生まれ。芥川賞作家と
して知られており、多く
の著作や講演で仏教の伝
道に努めている。また東
日本大震災後、地元の仏
教者として復興に尽力し
ている。



8

第
42
回
を
数
え
る
本
研
究
会
は
昭

和
45
（
１
９
７
０
）
年
に
仏
教
伝
道

協
会
の
発
願
者
で
あ
る
沼
田
惠
範
師

所
有
の
山
荘
（
栃
木
県
那
須
町
）
で

の
研
修
会
を
始
ま
り
と
し
て
、
そ
の

後
徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
つ
つ
毎
年

欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
過
去
の
日
本
仏
教
の
祖
師
が
た

が
歩
ま
れ
た
道
を
、
現
代
に
生
き
る

僧
侶
等
が
自
ら
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
聞
、
思
、
修
一
体
と
な
っ
た

仏
道
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
願
い
か
ら
出
発
し
た
も
の
が

実
践
布
教
研
究
会
で
す
。
様
々
な
試

み
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
根
本
と
言

わ
れ
る
仏
教
の
あ
り
方
を
考
え
、
や

が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
も
ど
っ

て
、
そ
れ
ら
を
各
自
が
具
体
的
な
形

で
伝
え
弘
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
本

研
究
会
の
目
的
で
す
。

今
回
の
開
催
ま
で
に
の
べ
２
２
０

０
名
の
僧
侶
、
寺
族
の
方
が
た
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
各
宗
派
の
本
山
な

ど
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た

り
そ
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得
て
当

協
会
で
は
研
究
会
の
開
催
・
運
営
に

務
め
て
お
り
ま
す
。
本
誌
で
は
今
回

特
別
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
聖
護
院

門
跡
宮
城
泰
年
門
主
に
ご
自
身
の

実
践
布
教
研
究
会
へ
の
思
い
と
今
後

へ
の
期
待
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

│
ま
ず
今
回
の
第
42
回
実
践
布
教

研
究
会
は
先
生
に
と
っ
て
25
年
越
し

の
参
加
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
ご
参
加
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

そ
の
25
年
前
で
す
が
、
申
し
込
ん

だ
け
れ
ど
も
開
催
日
程
が
大
法
会
と

我
が
宗
の
宗
会
の
前
で
あ
っ
て
、
行

き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
な
が
ら

行
け
な
か
っ
た
の
が
ず
っ
と
心
残
り

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

実
践
布
教
研
究
会
、
比
叡
山
、
し

か
も
回
峯
行
が
な
さ
れ
る
と
い
う
の

は
修
験
の
私
に
と
っ
て
は
是
非
経
験

し
た
か
っ
た
。
山
岳
信
仰
の
中
で
比

叡
山
の
山
岳
信
仰
と
修
験
の
山
岳
信

天
台
宗
総
本
山
比
叡
山
延
暦
寺
居
士
林
道
場
に
て
実
践
布
教
研
究
会
［
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
５
月

30
日
〜
６
月
１
日
］
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
各
宗
派
の
僧
侶
、
寺

族
の
方
が
た
約
60
名
の
参
加
者
が
２
泊
３
日
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
、
日
中
は
諸
堂
参
拝

や
止
観
体
験
、
諸
先
生
方
に
よ
る
講
義
、
夜
は
遅
く
ま
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
鑽
を
深
め
、
最
終
日
に
は

早
朝
１
時
か
ら
の
回
峯
行
の
体
験
な
ど
充
実
し
た
研
究
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

◎
聞
き
手
・
撮
影=

公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
江
口
郁

◎
場
所=

本
山
修
験
宗
総
本
山
聖
護
院
門
跡

第
42
回
実
践
布
教
研
究
会
（
於
比
叡
山
延
暦
寺
）

〜
25
年
越
し
の
実
践
布
教
研
究
会
に
参
加
し
て
〜

宮
城
泰
年
師
（
本
山
修
験
宗
総
本
山
　
聖
護
院
門
跡
　
門
主
）
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仰
は
当
然
あ
り
方
が
ち
が
い
ま
す
か

ら
、
経
験
し
た
い
と
い
う
思
い
を
ず

っ
と
持
っ
て
い
た
の
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で

す
よ
。
加
え
て
妻
と
一
緒
に
参
加
で

き
る
と
あ
っ
て
尚
更
力
を
得
た
ん
で

す
よ
。
妻
は
実
践
布
教
研
究
会
で
女

性
だ
け
の
初
め
て
の
比
叡
山
、
回
峯

行
を
企
画
し
た
立
案
者
で
あ
っ
た
と

い
う
事
実
。［
昭
和
53
（
１
９
７
８
）

年
に
開
催
さ
れ
、
当
時
画
期
的
な
事

か
ら
話
題
と
な
り
、
毎
日
新
聞
記
者

佐
藤
健
氏
に
よ
っ
て
２
週
間
に
わ
た

っ
て
特
集
掲
載
さ
れ
た
］
当
然
女
性

だ
か
ら
男
性
だ
か
ら
と
い
う
も
の
で

は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う

新
た
な
道
を
つ
け
ら
れ
た
実
践
布
教

研
究
会
の
実
績
は
素
晴
ら
し
い
と
思

う
。
そ
の
中
で
今
回
私
も
参
加
で
き

た
こ
と
は
長
い
歴
史
の
中
で
そ
の
一

点
に
い
る
こ
と
が
出
来
た
と
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

し
か
し
実
践
布
教
研
究
会
と
い
う

の
は
大
体
若
い
方
が
多
い
の
で
は
な

い
か
、
私
は
門
跡
の
門
主
と
い
う
立

場
も
あ
り
、
参
加
す
る
の
は
ま
ず
あ

り
得
な
い
事
で
し
た
。
で
も
そ
の
当

日
に
私
が
皆
さ
ん
の
分
科
会
（
参
加

者
同
士
が
幾
つ
か
の
班
に
分
か
れ
一

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
鑽
す
る

場
）
に
入
っ
て
も
皆
さ
ん
と
同
じ
目

線
で
話
を
し
た
り
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
ね
。
や
は
り
実
践
布
教
研
究

会
に
参
加
す
る
の
は
ど
ん
な
立
場
の

人
で
あ
っ
て
も
、
皆
同
じ
と
い
う
こ

と
で
参
加
す
べ
き
で
す
が
、
肩
書
き

が
先
に
出
て
し
ま
う
と
、
え
っ
？
と

い
う
目
で
み
る
で
し
ょ
。
そ
れ
で
は

い
か
ん
な
と
。肩
書
き
だ
と
か
性
別
、

年
齢
そ
ん
な
も
の
は
全
部
忘
れ
て
参

加
す
る
べ
き
と
思
う
し
ね
。
だ
か
ら

私
が
な
ん
の
不
自
然
も
な
し
に
す
っ

と
入
れ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。

み
ん
な
と
同
じ
部
屋
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
入
っ
て
寝
泊
り
し
て
、
隣
の
方
と

同
じ
よ
う
に
居
れ
る
、
そ
れ
が
私
は

え
え
と
思
う
な
。

│
そ
し
て
分
科
会
の
後
は
研
究
会

の
目
玉
で
あ
る
〝
回
峯
行
体
験
〟
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
い

か
が
で
し
た
か
。

期
待
て
言
う
た
ら
随
分
期
待
し

て
、
回
峯
行
が
あ
る
か
ら
参
加
し
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。（
し

ば
ら
く
間
を
お
い
て
）
随
分
学
び
ま

し
た
ね
。

ま
ず
修
験
の
山
駈
け
と
回
峯
行
と

は
大
変
違
う
。
よ
く
報
道
記
者
さ
ん

が
書
い
た
ら
、
回
峯
行
で
は
飛
ぶ
よ

う
に
歩
い
て
い
く
と
い
う
表
現
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り

だ
な
、
と
思
い
な
が
ら
最
初
は
つ
い

て
い
き
ま
し
た
。
速
い
。
我
々
の
奥

駈
修
行
は
悪
路
で
行
場
を
経
な
が
ら

２
日
、
３
日
、
４
日
、
と
歩
き
、
し

か
も
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
な

が
ら
だ
ん
だ
ん
高
い
と
こ
ろ
に
上
が

っ
て
い
く
の
で
四
つ
ん
這
い
に
な
ら

ね
ば
な
ら
ん
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
飛
ん
で
歩
け
る
よ
う
な
地
形
が

少
な
い
の
で
こ
の
速
さ
で
大
峰
山
を

一
日
歩
い
た
ら
潰
れ
て
し
ま
う
な
と

正
直
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
速
か

っ
た
。
ま
あ
し
か
し
、
そ
の
日
の

（
朝
１
時
に
出
発
し
て
）
８
時
ご
ろ
に

は
帰
り
つ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
は
こ
の
速
さ
で
良
い
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
が
最
後
の
急
勾
配
に
さ

し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
足
を
痛
め
ま

し
た
ね
。
そ
の
少
し
前
は
な
ん
の
苦

も
な
し
に
行
っ
て
朝
ご
は
ん
に
パ
ン

を
い
た
だ
い
て
。
あ
の
朝
ご
飯
は
良

い
お
接
待
や
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

飲
み
物
も
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
パ

ン
も
の
ど
を
通
り
や
す
い
（
途
中
の

滋
賀
院
門
跡
で
の
朝
食
風
景
を
ふ
り

か
え
る
）
人
間
は
疲
れ
て
く
る
と
米

の
飯
よ
り
お
菓
子
的
な
物
の
ほ
う
が

入
り
や
す
い
ん
で
す
よ
。
そ
こ
ま
で

は
良
か
っ
た
ん
だ
が
、
そ
れ
か
ら
後

の
登
り
で
足
が
重
い
な
っ
て
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
途
中
ど
の

辺
だ
っ
た
か
足
が
攣
り
は
じ
め
て
、

所
謂
こ
む
ら
が
え
り
の
状
況
で
す
ね
、

こ
れ
は
危
な
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
す
ぐ
に
他
の
人
か
ら

遅
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
遅
れ
て
立
ち

止
ま
っ
て
足
の
手
入
れ
を
す
る
っ
て

い
う
暇
の
な
い
ま
ま
に
歩
い
て
い
る

か
ら
段
々
痛
み
が
激
し
く
な
っ
て
き

て
、
途
中
で
リ
タ
イ
ア
と
い
う
の
が

頭
に
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
い

く
ら
何
で
も
残
念
で
し
た
し
ね
。

そ
の
時
に
ほ
っ
と
後
ろ
か
ら
丁
度

腰
の
あ
た
り
に
手
を
添
え
て
く
れ
た

参
加
者
の
方
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
人

が
腰
の
あ
た
り
に
手
を
当
て
て
ね
、

け
し
て
力
を
入
れ
て
ぐ
ー
と
押
す
の

じ
ゃ
な
い
ん
だ
な
。
ほ
ん
と
う
に
僅

か
に
力
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
感

じ
で
私
の
歩
調
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く

り
と
力
を
か
け
て
く
れ
る
ん
や
け
ど

ね
、
と
て
も
精
神
的
に
楽
に
な
っ
た

の
か
な
、
足
の
運
び
が
そ
れ
で
少
し

回
復
し
た
。
も
ち
ろ
ん
足
が
攣
っ
た

の
が
治
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
辛

い
思
い
を
せ
ず
に
そ
れ
で
足
が
前
に

で
た
ね
。
あ
れ
は
私
達
が
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
で
す

な
。と

い
う
の
は
私
達
で
も
行
中
に
足

を
攣
ら
す
時
も
あ
る
ん
で
す
よ
、
長

丁
場
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う
人
が
出

た
と
き
は
必
ず
立
ち
止
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
す
ぐ
適
当
な
処
置
を
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
足
が
攣
っ
て
遅

れ
て
く
る
と
で
す
ね
、
本
当
に
弱
っ

た
人
は
両
側
か
ら
肩
を
支
え
る
よ
う

に
し
て
連
れ
て
行
く
こ
と
も
あ
る

9 BDK Newsletter 道　─みち─

Interview



10

し
、
前
に
立
つ
人
か
ら
引
き
上
げ

て
も
ら
う
よ
う
な
格
好
で
進
め
る

と
か
ね
。
し
か
し
後
ろ
か
ら
押
す

と
い
う
の
は
あ
ま
り
や
ら
な
か
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
が
後
ろ
か
ら
押

さ
れ
る
、
し
か
も
片
手
で
優
し
く
、

あ
れ
は
私
達
の
い
つ
も
の
サ
ポ
ー

ト
と
は
ま
た
違
う
け
れ
ど
な
か
な

か
良
い
も
ん
だ
な
あ
っ
て
感
じ
ま

し
た
ね
。

あ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
・
・

今
ま
で
は
人
を
助
け
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
自
分
が
助
け
ら
れ
る
っ
て

事
は
な
く
て
、
押
し
て
く
れ
る
手

も
か
け
て
く
れ
る
声
も
優
し
く
て
、

強
い
だ
け
の
自
分
で
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
人
は
そ
う
し
て
人

に
助
け
ら
れ
る
と
い
う
経
験
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
目
が
開
く

ん
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
そ
の
人
に
対
し
て

力
が
だ
せ
る
の
か
、
力
を
及
ぼ
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
は
非

常
に
学
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
ね
。
確
か
に
今
ま
で
ひ
と

に
助
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
私
が
弱
く
助
け
ら
れ
て
、

な
る
ほ
ど
助
け
ら
れ
る
人
の
気
持

ち
っ
て
い
う
も
の
を
感
じ
取
る
こ

と
が
出
来
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら

弱
い
も
の
の
立
場
も
知
ら
な
け
れ

ば
人
は
本
当
に
強
く
な
れ
な
い
と

思
い
ま
す
ね
。

第42回実践布教研究会（於：比叡山延暦寺）開催風景



│
な
る
ほ
ど
。
で
は
こ
の
よ
う
な

様
々
な
こ
と
が
起
き
る
実
践
布
教
研

究
会
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

ま
ず
今
ま
で
に
42
回
も
開
催
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
実
に
す
ご
い

こ
と
だ
と
思
う
な
。
宗
派
の
中
に
い

る
と
自
分
の
宗
派
に
固
ま
り
が
ち
に

な
り
や
す
い
。
確
か
に
自
分
の
宗
派

に
自
信
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
誇
り
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
や
や
も

す
る
と
、
我
が
宗
は
っ
て
い
う
意
識

が
強
く
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
他
宗

を
見
る
と
色
々
な
人
達
と
出
会
う
、

元
を
ず
ー
と
辿
っ
て
い
く
と
お
釈
迦

様
に
出
会
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
一
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
勉
強
し
合
う

と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。
他
を
受
け
容
れ
る
世
界
が
そ

こ
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
宗
派

を
超
え
て
男
女
も
関
係
な
く
、
年
齢

層
も
広
く
、
色
々
な
立
場
を
超
え
た

人
が
集
っ
て
良
い
こ
と
だ
な
と
。
ど

う
も
す
る
と
自
分
の
宗
派
だ
け
に
固

ま
り
が
ち
、
日
本
に
は
色
々
な
宗
派

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
伝
道
協

会
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
で
ど
こ

か
の
宗
派
が
当
番
に
な
っ
て
や
っ
て

も
そ
れ
は
同
じ
よ
う
に
は
出
来
な
い

で
し
ょ
う
ね
。

│
で
は
こ
の
実
践
布
教
研
究
会
を

含
め
今
後
の
仏
教
伝
道
協
会
の
活
動

へ
何
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
旅
を
し
ま
し
て

ね
、
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う

し
た
旅
の
先
々
で
茜
色
の
本
が
置
い

て
あ
る
。「
仏
教
聖
典
」（
仏
教
伝
道

協
会
発
行
）
が
置
い
て
あ
る
。
す
ご

い
こ
っ
ち
ゃ
な
っ
て
私
は
思
い
ま
す
。

し
か
も
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で

ね
。
旅
先
で
ち
ょ
っ
と
嬉
し
く
な
り

ま
す
ね
。
最
近
で
は
『
ブ
ッ
ダ
の
お

し
え
「
お
経
」
の
こ
と
ば
』（
仏
教
伝

道
協
会
発
行
）
を
ど
ち
ら
に
も
お
配

り
く
だ
さ
い
と
沢
山
頂
戴
し
て
、
そ

う
い
っ
た
布
教
伝
道
が
あ
っ
て
我
々

の
世
界
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い
こ

と
を
し
て
い
た
だ
き
又
そ
れ
を
こ
れ

か
ら
も
継
続
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が

素
晴
ら
し
い
事
だ
な
と
思
い
ま
す
。
　

当
然
、
実
践
布
教
研
究
会
に
つ
い

て
は
今
ま
で
続
い
た
42
回
を
ベ
ー
ス

に
し
て
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
、
も
し
言
語
の
障

害
が
な
け
れ
ば
日
本
に
留
学
し
て
い

る
仏
教
に
関
心
の
あ
る
（
主
に
宗
門

校
に
留
学
し
て
い
る
よ
う
な
）
各
国

の
学
生
が
参
加
し
て
何
か
一
つ
の
テ

ー
マ
で
寄
り
集
ま
っ
た
ら
な
あ
と
。

自
分
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
世
間

が
狭
い
と
思
う
こ
と
が
多
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
の
宗
派
は
他
の
宗
派
と
の

交
流
が
少
な
い
な
と
。
こ
れ
は
我
が

宗
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
他
の
方
も
そ
の
よ
う
で
あ

る
な
ら
各
宗
派
の
交
流
の
場
と
い
う

も
の
を
仏
教
伝
道
協
会
の
超
宗
派
と

い
う
立
場
か
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ

る
と
参
加
し
や
す
い
な
あ
と
思
い
ま

す
。
知
人
の
僧
侶
が
「
私
達
は
仏
教

宗
○
○
派
と
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
し
き
り
に
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
住
ん
で
い
る
部
屋
が
ち

が
う
だ
け
で
皆
同
じ
お
釈
迦
様
の
家

に
住
ん
で
い
る
ん
だ
と
、
そ
う
い
う

気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
う
い

う
一
つ
屋
根
の
下
で
生
活
し
て
い
る

時
に
ご
飯
だ
よ
〜
と
声
を
か
け
る
の

は
伝
道
協
会
で
な
く
て
は
出
来
な
い

こ
と
だ
と
。
今
日
本
で
そ
う
い
う
こ

と
が
出
来
る
組
織
っ
て
い
う
の
は
あ

ま
り
な
い
と
思
う
ね
。
仏
教
と
い
う

名
の
教
え
の
も
と
に
年
齢
も
性
別
も

超
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が

集
る
と
い
う
よ
う
な
の
は
他
で
は
ち

ょ
っ
と
出
来
な
い
だ
ろ
う
な
と
。
こ

れ
は
伝
道
協
会
の
大
き
な
力
で
あ
り

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
第

43
回
は
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠

寺
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
当
研
究
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

は
公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会

内
実
践
布
教
研
究
会
開
催
事
務
局

ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。（
※
研
究

会
へ
の
ご
参
加
は
僧
籍
を
お
持
ち
の

方
、
寺
族
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
）

11 BDK Newsletter 道　─みち─

年
齢
も
性
別
も
超
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
集
る

仏
教
伝
道
協
会
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね

みやぎ・たいねん
京都聖護院門跡第52世門主。
昭和6（1931）年、京都市生
まれ。龍谷大学文学部卒業。新
聞記者を経て、25歳で聖護院
に勤務。執事長、宗務総長など
を歴任し、平成19（2007）年、
聖護院門跡第52世門主に就任。
熱心な反戦平和活動でも知ら
れ、日本宗教者平和協議会代表
委員、龍谷大学客員教授、京都
仏教会常務理事も務める。共著
書、監修書多数。講談社より

『動じない心「曇り」を磨き、
「心」を鍛える、「山伏」力』が
絶賛発売中（本体1,500円）。

Interview

宮城門主と沼田会長（居士林前にて）



 Symposium

G   

「BDKシンポジウム」開催
～問われる仏教　応える仏教～

12

年
「
直
葬
」
に
代
表
さ
れ
る
仏

教
離
れ
や
自
殺
・
貧
困
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
仏
教

の
役
割
と
そ
の
可
能
性
が
問
わ
れ
る
中
、

現
在
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
４
名
の
若
手
僧
侶
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

迎
え
、
現
代
仏
教
の
役
割
を
探
り
ま
し

た
。ま

ず
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
問
わ
れ
る
仏
教
　
応
え
る

仏
教
」
を
自
身
に
問
い
、
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
現
代
社
会
に

お
け
る
仏
教
の
役
割
と
そ
の
可
能
性
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
仏
教
は
求
め

ら
れ
て
い
る
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
い
か

に
向
き
あ
っ
て
い
く
か
、
僧
侶
の
資
質

や
対
話
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終

了
後
、
１
２
０
名
を
超
え
る
出
席
者
か

ら
は
「
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

仏
教
伝
道
協
会
で
は
今
後
も
様
々
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ま
へ
現
代
に
お
け
る
仏
教
の
役

割
や
そ
の
可
能
性
等
の
問
題
提
起
が
で

き
れ
ば
と
検
討
し
て
い
ま
す
。（
※
「
Ｂ

Ｄ
Ｋ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
問
わ
れ
る
仏
教

応
え
る
仏
教
〜
」
は
当
協
会
Ｈ
Ｐ
内
Ｂ

Ｄ
Ｋ
動
画
配
信
よ
り
視
聴
可
能
で
す
）

釈　徹宗（しゃく  てっしゅう）
昭和36（1961）年、大阪府生まれ。龍
谷大学大学院、大阪府立大学大学院博士
課程修了。学術博士。相愛大学人文学部
教授。日本仏教学会理事。浄土真宗本願
寺派如来寺住職。NPO法人リライフ代
表。お寺の裏にある一軒家で地域の認知
症高齢者のためにグループホームを運営
するなど、多彩な活動を展開する。著書
は『宗教聖典を乱読する』（朝日新聞出
版社）、『不干斎ハビアン』（新潮選書）、

『法然親鸞一遍』（新潮新書）など多数。

阿　純章（おか  じゅんしょう）
昭和44（1969）年、東京都生まれ。天
台宗円融寺副住職、円融寺幼稚園園長、
専修大学非常勤講師。平成4（1992）
年、早稲田大学文学部東洋哲学専修卒業。
平成10（2003）年、同大学大学院博士
課程退学。お寺では誰でも気軽に集える
坐禅会をはじめ、各種セミナー、ライブ、
演劇、婚活イベントなど、多岐にわたる
イベントを開催し、子どもから大人まで
仏教に親しめる社会に開かれたお寺の活
動をすすめている。

池口龍法（いけぐち  りゅうほう）
昭和55（1980）年、兵庫県生まれ。浄
土宗総本山知恩院職員。浄土宗龍岸寺副
住職。京都大学卒業。同大学院中退後、
平成17（2005）年から知恩院に奉職。
平成21（2009）年に超宗派の若手僧侶
を中心に「フリースタイルな僧侶たち」
を発足させ、代表に就任。「フリースタ
イルな僧侶たちのフリーマガジン」（年
6回）を発行するほか、仏教と気軽に出
会うための「縁」を柔軟な発想で創り出
す取り組みは、各種メディアでも高く評
価されている。

松山大耕（まつやま  だいこう）
昭和53（1978）年、京都府生まれ。東
京大学大学院農学生命科学科修了。農学
修士。平成18（2006）年より退蔵院副
住職に就任。平成20（2008）年には退
蔵院にてG８サミットシェルパ会議のエ
クスカーションを受け入れ、外国人記者
クラブや各国大使館で多数講演を行うな
ど、日本文化の発信・交流が高く評価さ
れ、平成21（2009）年5月、政府観光
庁Yokoso! Japan大使、平成23（2011）
年より京都市「京都おもてなし大使」に
任命される。

平成24（2012）年９月３日、仏教伝道協会は「ＢＤＫシンポジウム 
〜問われる仏教 応える仏教〜」を開催しました。

近
●パネリスト紹介
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会
議
で
は
、
文
化
・
人
種
・
宗

教
観
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
国
々

で
展
開
さ
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
発

表
が
な
さ
れ
、
現
地
の
需
要
に
合
っ
た

活
動
展
開
の
成
功
例
を
も
と
に
、「
仏
教

聖
典
」
の
頒
布
活
動
、
沼
田
仏
教
講
座

の
運
営
な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て

仏
教
伝
道
協
会
と
協
力
し
合
い
共
に
活

動
を
展
開
で
き
る
の
か
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

２
日
間
の
会
議
を
通
し
、
従
来
の
活

動
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
今
社
会
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
、
又
そ
の
需
要
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
今
後
も
海
外

協
力
機
関
と
の
連
携
を
深
め
互
い
の
活

動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

本

平成24（2012）年10月25日、26日の２日間に亘って仏教伝道協会と同じく
「仏教精神と仏教文化とその学術振興」を目指して活動する海外協力機関
（BDKアメリカ、BDKハワイ、BDKカナダ、BDKメキシコ、BDKヨーロッパ、BDKイギリス）の
代表者が一同に会し、第２回目となる「BDKグローバル会議」が開催されました。

グローバル会議会場内

グローバル会議参加者と浅草寺にて

海外協力機関代表者と共に
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仏
教
伝
道
協
会
は
、
平
成
３
（
１

９
９
１
）
年
の
「
外
国
人
留
学
生
奨

学
金
制
度
」
設
置
以
来
、
海
外
か
ら

来
日
し
仏
教
学
研
究
を
す
る
研
究

者
・
学
生
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
度
外
国
籍
の
方
が
た
だ
け

で
な
く
、
日
本
か
ら
海
外
に
渡
り
国

際
的
な
視
野
を
養
い
、
将
来
の
仏
教

学
術
振
興
に
貢
献
し
う
る
日
本
人
の

若
手
研
究
者
を
育
成
し
た
い
と
い
う

願
い
か
ら
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）

年
７
月
に
「
日
本
人
留
学
生
奨
学
金

制
度
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

第
１
回
は
平
成
24
（
２
０
１
２
）

年
７
月
か
ら
約
４
ヶ
月
間
募
集
、
審

査
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
議
の
結

果
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
Ｂ

Ｄ
Ｋ
日
本
人
奨
学
生
と
し
て
下
記
３

名
（
五
十
音
順
に
記
載
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。（
※
支
給
内
容
の
詳
細
、

第
２
回
以
降
の
募
集
要
項
等
に
つ
き

ま
し
て
は
仏
教
伝
道
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
下
さ
い
）

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
」
は
、
海
外
か
ら
来

日
し
仏
教
研
究
を
す
る
外
国
籍
の
学
者
、
研
究
者
ま
た

は
学
生
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
国
に
戻
り
、
日
本

で
学
ん
だ
仏
教
精
神
、
文
化
等
を
学
問
を
通
じ
、
弘
く

世
界
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
平
成
３

（
１
９
９
１
）
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ

れ
る
奨
学
金
審
査
委
員
会
は
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

度
ま
で
に
第
22
回
を
数
え
、
の
べ
60
名
の
素
晴
ら
し
い

人
材
を
選
出
し
て
参
り
ま
し
た
。
元
受
給
者
の
多
く
は

現
在
、
世
界
各
国
に
て
仏
教
学
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
「
公
益
財
団
法
人
」
と
し
て
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
当
協
会
の
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
奨
学
金
制
度
に
焦
点
を
当
て
、
今
回
は
受
給
者
の

現
況
に
加
え
元
受
給
者
の
そ
の
後
に
も
触
れ
新
た
な
一

面
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
日
本
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
」設
置
〜
第
１
回
受
給
者
決
定
〜

■井内 真帆

現在所属機関／日本学術振興会特別研究員Ph.Ｄ.
（神戸市外国語大学）

予定所属機関／ハーバード大学南アジア学科
研 究 内 容／11世紀から13世紀のチベット仏教史

—特に初期カダム派史について
■生野 昌範

現在所属機関／大阪大学文学研究科助教 
予定所属機関／ミュンヘン大学インド学・チベット学研究室
研 究 内 容／Vinayavibhan‐ga の

新出サンスクリット語写本断簡に関する研究
■松原 正樹

現在所属機関／カリフォルニア大学バークレー校
予定所属機関／スタンフォード大学仏教学研究所
研 究 内 容／「創られた伝統」としての白隠禅

—日本近現代における記憶・
アイデンティティー・インヴェンション

「
外
国
人
留
学
生

奨
学
金
制
度
」
の
ご
紹
介
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│
ま
ず
はB

D
K

Fellow
ship

へ
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す

か
？
ま
た
採
用
が
決
ま
っ
た
時
の
お

気
持
ち
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

２
０
０
９
年
北
京
大
学
在
籍
中
に

来
日
し
東
京
大
学
で
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
際
に
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学

研
究
室
の
掲
示
板
に
あ
っ
た
２
０
１

０
年
度
のBDK

Fellow
ship

の
募

集
広
告
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
時
か
ら
将
来
は
ぜ
ひ
応
募
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
私
は
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
に
北
京
大
学
で
博

士
号
を
取
得
し
、
現
在
は
中
国
社
会

科
学
院
に
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
当

時
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
思
い
出

し
、
是
非
ま
た
こ
の
奨
学
金
を
得
て

日
本
で
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

そ
し
て
採
用
の
連
絡
を
い
た
だ
い

た
時
は
正
直
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時

の
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
憶
え
て
い

ま
す
。
た
し
か
出
勤
す
る
前
に
い
つ

も
の
よ
う
に
Ｅ
メ
ー
ル
を
確
認
し
て

い
た
と
こ
ろ
Ｂ
Ｄ
Ｋ
か
ら
の
メ
ー
ル

が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に
２
０
１

２
年
度
の
奨
学
生
と
し
て
採
用
さ
れ

た
と
あ
り
、
は
じ
め
は
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
と
に
か
く
、
た
だ

た
だ
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

│
で
は
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
と
そ

の
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。
又
こ
ち

ら
の
テ
ー
マ
を
選
ば
れ
た
理
由
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

私
の
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
バ

ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
（
清
弁
）
作
『
中

観
心
論
』
お
よ
び
注
釈
『
論
理
の
炎
』

内
の
第
８
「
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
派
の

真
実
説
に
対
す
る
批
判
的
確
定
」
章

の
研
究
」
で
す
。
現
在
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
（
一
部
を
写
本

に
よ
っ
て
訂
正
）
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳

校
訂
本
を
対
照
さ
せ
た
独
自
の
テ
キ

ス
ト
を
作
成
し
た
上
で
、
こ
の
章
を

中
国
語
と
英
語
に
翻
訳
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
対
照
テ
キ
ス
ト
を

大
学
院
の
演
習
の
教
材
と
し
て
も
採

用
し
て
い
た
だ
き
、
斎
藤
教
授
な
ら

び
に
院
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
読
み
す

す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
博

士
論
文
で
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
が
ど

の
よ
う
に
サ
ー
ン
キ
ヤ
派
、
ヴ
ァ
イ

シ
ェ
ー
カ
派
、
お
よ
び
ヴ
ェ
ー
ダ
ー

ン
タ
派
を
批
判
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
考
察
し
ま
し
た
。
現
在
は
そ
れ
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
第
９
章
に

お
け
る
初
期
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
派
に

対
す
る
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
の
批
判

内
容
の
分
析
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
観
派
の
思
想
研

究
と
初
期
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
の
進

展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
研
究
の
傍
ら
、

博
士
論
文
を
中
国
社
会
科
学
出
版
社

よ
り
２
冊
の
本
に
し
て
出
版
す
る
作

業
を
並
行
し
て
す
す
め
て
い
ま
す
。

東
京
大
学
の
蔵
書
は
本
当
に
素
晴
ら

し
く
、
斎
藤
教
授
の
献
身
的
な
指
導

に
も
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
着
実
に
そ

の
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。│B

D
K

Fellow
ship

を
受
給

し
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
、
又

そ
の
理
由
も
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

BDK
Fellow

ship

を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
、
東
京
大
学
で
、

素
晴
ら
し
い
教
授
陣
他
に
囲
ま
れ
何

の
心
配
も
な
く
研
究
に
打
ち
込
め
る

こ
と
、
こ
れ
が
一
番
の
幸
せ
で
す
。

他
の
奨
学
金
で
す
と
受
給
期
間
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
か
え
っ
て
負
担
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
がBD

K
Fellow

ship

に
は
そ
の
制
約
が
な

く
、
と
に
か
く
１
年
間
研
究
に
没

頭
で
き
る
環
境
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
た
だ
た
だ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

│B
D
K

Fellow
ship

受
給
後

の
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

受
給
期
間
終
了
後
は
中
国
に
帰
国

す
る
予
定
で
す
。
日
本
で
の
研
究
成

果
を
本
に
ま
と
め
た
上
で
今
後
さ
ら

な
る
イ
ン
ド
哲
学
研
究
、
例
え
ば

『
ヴ
ァ
ー
シ
ェ
ー
シ
カ
・
ス
ー
ト
ラ
』

の
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
ナ
ン
ダ
註
等
の
訳

注
研
究
と
考
察
を
す
す
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
計
画
は
中

国
政
府
か
ら
の
助
成
を
う
け
２
０
１

４
年
末
頃
ま
で
に
完
結
す
る
予
定
で

何
歓
歓（
フ
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
）
氏
へ
の
質
問

平成24（2012）年度の採用は２名。今回はそのうちの１名、東京大学大学院に
て研究員として在籍中の何歓歓（フ・ファンファン）氏とその指導教授である同大
学文学部・大学院人文社会系研究科教授の斎藤明先生にお話を伺いました。
◎聞き手・撮影=公益財団法人 仏教伝道協会　江口 郁
◎場所=東京大学 本郷キャンパス

平成24（2012）年度受給者インタビュー
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│
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
さ
ん
と
の
最
初

の
出
会
い
が
平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
頃
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
そ
の

頃
か
ら
約
４
年
が
過
ぎ
た
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
彼
女
の
研
究
に
つ

い
て
、
ま
た
今
後
更
な
る
成
果
を
期

待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
さ
ん
の
研
究
成
果

は
率
直
に
大
変
貢
献
度
の
高
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
博
士
論
文
に
つ
な

げ
た
研
究
テ
ー
マ
と
い
う
の
は
中
観

学
派
を
名
実
共
に
確
立
し
た
「
バ
ー

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
作
の
『
中
観
心
論
』

と
そ
の
注
釈
の
研
究
」な
の
で
す
が
、

と
く
に
彼
女
が
扱
っ
た
と
こ
ろ
は
バ

ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
が
イ
ン
ド
哲
学
諸

派
の
学
説
を
批
判
す
る
、
後
半
の
第

６
章
以
降
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
は
仏
教
、
と
く
に
中
観
学
派
の

教
理
や
、
仏
教
内
部
の
論
争
に
つ
い

て
扱
っ
て
い
る
前
半
の
５
章
ま
で
の

研
究
が
比
較
的
多
か
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
初
期
の
イ
ン
ド
哲
学

諸
派
の
思
想
を
扱
う
第
６
章
以
降
に

つ
い
て
は
、
近
年
公
に
さ
れ
た
『
中

観
心
論
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
写

本
の
影
印
版
を
用
い
て
校
訂
テ
キ
ス

ト
を
修
正
し
な
が
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
語

訳
の
み
で
伝
わ
る
注
釈『
論
理
の
炎
』

と
と
も
に
読
み
す
す
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
か
な
り
の
語

学
力
と
と
も
に
、
中
観
思
想
の
基
礎

知
識
に
く
わ
え
、
初
期
の
イ
ン
ド
哲

学
諸
派
の
学
説
に
関
す
る
知
識
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
大
変
に
む
ず

か
し
く
、
こ
れ
ま
で
研
究
は
比
較
的

乏
し
か
っ
た
の
が
実
状
で
し
た
。

中
国
に
お
い
て
も
仏
教
研
究
、

と
く
に
中
国
仏
教
研
究
に
は
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
学
、

イ
ン
ド
哲
学
、
イ
ン
ド
仏
教
学
の

研
究
と
い
う
の
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、

フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
さ
ん
に
は
今
後
こ
の

分
野
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
の
一
人

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、
ま
た
き

っ
と
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

│
そ
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
ら
れ

て
お
ら
れ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
さ
ん
で

す
が
当
協
会
の
奨
学
金
制
度
自
体
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
点
が
良
い
と

お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
奨
学
金
は
現
在
22
年
目
、
平

成
３
（
１
９
９
１
）
年
か
ら
と
伺
っ

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
に
既

に
60
人
近
い
奨
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
き
た
と
聞
き
ま
し
た
。
本
当
に

貴
重
な
貢
献
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
が
こ
れ
ま
で
に
直
接
指
導
を

担
当
し
た
中
国
か
ら
の
留
学
生
に
つ

い
て
も
、
彼
女
を
含
め
２
名
が
こ
の

BD
K

Fellow
ship

に
採
択
さ
れ
、

留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

本
へ
の
留
学
希
望
者
は
多
い
の
で
す

が
生
活
費
が
高
い
た
め
に
、
と
く
に

若
手
の
場
合
に
は
奨
学
金
の
提
供
を

受
け
る
と
い
う
の
は
大
変
に
あ
り
が

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
思
い
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な

く
、BDK

Fellow
ship

を
受
け
た

留
学
生
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
に

戻
り
、
仏
教
研
究
を
牽
引
す
る
人
材

に
育
っ
て
、
国
際
的
な
舞
台
で
大
い

に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
れ
か

ら
も
ぜ
ひBDK

Fellow
ship

を
と

お
し
て
、
将
来
有
望
な
若
手
研
究
者

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

│
最
後
に
斎
藤
先
生
か
ら
今
後
応

募
を
検
討
さ
れ
て
い
る
学
生
、
研
究

者
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

こ
れ
は
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私

も
か
つ
て
博
士
課
程
在
籍
中
に
学
生

結
婚
を
し
、
３
年
間
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
か

ら
奨
学
金
を
受
け
、
ド
ゥ
・
ヨ
ン
グ

先
生
の
下
で
研
究
を
続
け
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
そ
の
間
に
子
供
２
人
も

当
地
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
貧
乏
学
生

だ
っ
た
だ
け
に
、
そ
れ
以
来
、
ド

ゥ
・
ヨ
ン
グ
先
生
に
対
し
て
は
も
と

よ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
足
を

向
け
て
は
寝
ら
れ
な
い
と
い
う
ほ
ど

に
恩
義
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
何
ら
か
の
形
で
報
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
同
大
学
の
後
輩
の
学
位
論

文
の
審
査
委
員
を
引
き
受
け
た
り
、

関
係
者
の
お
世
話
を
し
た
り
と
、
少

し
は
お
返
し
し
た
つ
も
り
で
す
が
、

い
ま
だ
当
時
受
け
た
多
大
な
恩
に
は

報
い
き
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。BDK

Fellow
ship

を
受
け
て

来
日
し
滞
在
で
き
る
の
は
１
年
間
で

す
が
、
自
分
自
身
の
研
究
の
進
展
と

と
も
に
、
日
本
で
の
留
学
生
活
そ
の

も
の
が
貴
重
な
体
験
に
な
る
の
は
間

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
奨
学

金
の
恩
恵
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
ぜ
ひ
日
本
で
の
留
学
生
活
を
実

り
あ
る
も
の
に
し
、
帰
国
後
も
着
実

に
研
鑽
を
積
み
将
来
に
わ
た
っ
て
日

本
と
の
学
術
交
流
を
進
め
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

す
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
、
米
国
へ

渡
り
、
し
っ
か
り
語
学
を
習
得
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

斎
藤
明
先
生
へ
の
質
問
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│
ま
ず
はB

D
K

Fellow
ship

へ
応
募
し
た
経
緯
と
受
給
当
時
の
研

究
テ
ー
マ
並
び
に
そ
の
内
容
を
教
え

て
下
さ
い
。

ま
たB

D
K

Fellow
ship

を
受

給
し
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
と

そ
の
理
由
も
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
秋
、
博

士
論
文
に
必
要
な
研
究
の
た
め
に
来

日
し
、
最
初
の
１
年
間
は
別
の
奨
学

金
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
私
の

研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
〝
日
本
中
世
唯

識
思
想
の
展
開
—
法
相
論
議
に
お
け

る
「
五
姓
各
別
」
の
解
釈
を
中
心
と

し
て
〟
は
大
変
時
間
の
か
か
る
内
容

で
す
の
で
、
も
う
１
年
日
本
に
滞
在

し
た
い
と
思
いBDK

Fellow
ship

に
応
募
し
ま
し
た
。

初
め
て
日
本
仏
教
思
想
に
つ
い
て

の
博
士
論
文
を
書
き
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
、
ま
ず
指
導
教
官
に
相
談
し

ま
し
た
。
な
る
べ
く
未
だ
研
究
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
を
や
り
た

い
、
そ
し
て
思
想
史
を
研
究
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
禅
宗
の
思

想
以
外
に
日
本
の
仏
教
思
想
史
を
研

究
し
て
い
る
人
は
少
な
い
、
と
い
う

事
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
東

ア
ジ
ア
の
大
乗
仏
教
、
主
に
大
き
な

思
想
体
系
が
３
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、中
観
思
想（
空
の
教
え
）、

如
来
蔵
（
仏
性
の
教
え
）、
唯
識

（
仏
教
の
認
識
論
）、
そ
の
中
で
東
ア

ジ
ア
の
仏
教
に
お
い
て
一
番
解
明
さ

れ
て
い
な
い
の
は
唯
識
で
す
。
本
当

に
は
じ
め
は
何
を
言
お
う
と
し
て
い

る
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
自
分
は

一
生
後
悔
す
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

う
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
日
本
仏
教
の
中
で
、
唯
識

と
言
え
ば
南
都
仏
教
、
奈
良
時
代
、

平
安
時
代
の
日
本
で
最
も
影
響
力
の

あ
る
宗
派
だ
っ
た
法
相
宗
に
つ
い
て

博
士
論
文
が
書
け
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
当
時
は
余
り
に
も
解
明
さ
れ

て
い
な
い
宗
派
だ
っ
た
の
で
、
指
導

教
官
の
先
生
方
に
は
反
対
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
本
に
来
て
日
本
法
相
唯
識

理
論
の
第
一
人
者
と
し
て
世
界
的
に

著
名
な
龍
谷
大
学
の
楠
教
授
が
私
を

指
導
生
と
し
て
受
け
入
れ
ま
す
、
と

仰
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
日
本
の

唯
識
思
想
の
変
遷
を
再
現
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
海
外
の
学
者
は
完
成

さ
れ
た
作
品
を
探
し
出
し
て
、
そ
れ

を
訓
読
と
解
釈
、
英
訳
し
な
が
ら
研

究
す
る
の
が
一
般
的
な
の
で
す
が
、

完
成
さ
れ
た
資
料
が
存
在
し
な
い
上

に
殆
ど
が
崩
し
字
の
文
献
で
す
の
で

こ
れ
ら
を
読
む
訓
練
は
全
く
海
外
で

は
受
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
と
に
か

く
時
間
が
か
か
る
作
業
で
す
。

け
れ
ど
もBDK

Fellow
ship

を

い
た
だ
い
た
お
陰
で
そ
の
よ
う
な
時

間
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
余
り
気
に
せ

ず
に
、
効
率
が
悪
過
ぎ
て
海
外
で
は

敬
遠
さ
れ
て
い
る
研
究
や
研
究
手
法

第21回 平成23（2011）年度の受給者の１人である、アメリカ・カリフォルニ
ア大学バークレー校博士課程在籍中で、奈良・興福寺にて外国人として史上初めて
得度し学僧として今も尚研究を遂行されているザイレ暁英師にお話を伺いました。
◎聞き手・撮影=公益財団法人 仏教伝道協会　江口 郁
◎場所=法相宗大本山 興福寺

元受給者インタビュー
平成23（2011）年度　奨学生  ザイレ暁英師
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に
も
手
を
出
す
こ
と
が
出
来
る
、
お

そ
ら
く
明
治
以
降
誰
も
読
ん
で
い
な

い
で
あ
ろ
う
文
献
事
項
を
今
自
分
が

読
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
勿
論
そ
こ

に
必
ず
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
書
い
て

あ
る
と
か
今
ま
で
と
違
う
事
が
書
い

て
あ
る
と
い
う
文
献
ば
か
り
で
は
な

い
の
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た

文
献
を
使
っ
て
、
あ
る
程
度
作
り
上

げ
て
か
ら
写
本
の
研
究
ノ
ー
ト
や
記

録
な
ど
を
使
っ
て
段
々
肉
付
け
す
る

と
非
常
に
幅
の
あ
る
豊
か
な
思
想
の

世
界
が
広
が
り
ま
す
。

│
で
は
現
在
の
生
活
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。
興
福
寺
で
得
度
し
た

経
緯
と
僧
侶
と
し
て
の
生
活
の
中
で

最
も
苦
労
し
た
点
、
充
実
し
て
い
る

と
感
じ
る
瞬
間
は
ど
の
よ
う
な
時
で

す
か
。

初
め
て
来
日
し
た
際
に
は
龍
谷
大

学
に
所
属
し
て
い
た
の
で
、
常
識
的

に
考
え
る
と
京
都
に
住
む
の
が
一
番

効
率
が
良
い
の
で
す
が
自
分
が
研
究

し
て
い
る
宗
派
は
興
福
寺
、
薬
師
寺

な
ど
現
存
し
て
い
ま
す
し
、
敢
え
て

京
都
で
は
な
く
奈
良
に
住
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
法
要
や
儀
式
な
ど
自
分

の
目
で
見
た
り
耳
で
聞
い
た
り
直
接

感
じ
た
り
し
た
か
っ
た
の
で
楠
教
授

の
御
指
導
の
下
、
薬
師
寺
、
興
福
寺

の
僧
侶
の
方
が
た
を
ご
紹
介
い
た
だ

い
て
、
そ
う
す
る
う
ち
に
思
想
だ
け

で
は
な
く
僧
侶
の
生
き
方
や
法
要
の

細
か
い
作
法
な
ど
に
も
大
変
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
８
月
に
興
福
寺
の

僧
侶
が
修
行
（
３
週
間
篭
も
っ
て
ひ

た
す
ら
に
教
学
を
勉
強
し
論
義
を
す

る
）
に
入
る
際
、
行
に
専
念
出
来
る

よ
う
に
童
子
（
身
の
回
り
の
世
話
を

し
論
議
の
相
手
役
を
す
る
）
が
一
緒

に
篭
も
る
わ
け
で
す
が
、
急
に
そ
の

方
に
童
子
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と

言
わ
れ
て
…
…
最
初
は
そ
の
よ
う
な

大
役
で
し
た
の
で
お
断
り
し
た
の
で

す
が
「
貴
方
が
勉
強
し
て
い
る
の
は

法
相
の
論
義
で
す
よ
ね
？
毎
日
何
時

間
も
実
際
に
論
義
が
出
来
ま
す
し
書

き
方
、
組
み
方
、
節
な
ど
全
て
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
。」
と
の
言

葉
を
受
け
思
い
直
し
、
そ
れ
を
機
に

自
ら
も
得
度
し
て
僧
侶
と
な
る
こ
と

を
決
意
し
た
の
で
し
た
。

苦
労
と
い
う
か
、
私
の
よ
う
な
外

国
人
は
伝
統
的
な
上
下
関
係
な
ど
全

く
知
ら
な
い
の
で
お
そ
ら
く
色
々
な

方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
勿
論
修
行
が
肉
体
的
に

厳
し
い
と
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
昔
友
人
の
僧
侶
に
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
修
行

に
関
し
て
は
好
き
嫌
い
、
楽
し
い
楽

し
く
な
い
、
と
い
う
概
念
は
当
て
は

ま
ら
な
い
。
そ
れ
を
当
て
は
め
よ
う

と
す
れ
ば
そ
れ
は
修
行
で
は
な
く
て

趣
味
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
事

で
す
。
自
分
の
為
だ
け
で
は
な
く
一

切
衆
生
の
為
に
修
行
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
辺
は
充
分
意
識
し
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
現
代
社
会
は
物
質
的

に
非
常
に
豊
か
で
す
が
精
神
的
に
は

悩
み
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。
仏

教
は
そ
の
悩
み
の
一
つ
の
答
え
、
唯

一
の
正
し
い
答
え
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
一
つ
の
答
え
に
は
な

る
。
そ
う
い
う
事
を
や
は
り
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
仏
教
と
言
う
の
は
お
寺

で
も
仏
像
で
も
な
く
も
っ
と
自
分
の

日
常
生
活
の
役
に
立
つ
よ
う
な
面
が

あ
る
と
い
う
事
を
認
識
し
て
も
ら
う

事
が
こ
れ
か
ら
僧
侶
と
し
て
非
常
に

大
き
な
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

体
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
僧
侶
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
の
か
、
そ
う
い
う
自
分

自
身
へ
の
問
い
か
け
が
常
に
必
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

良
い
事
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
研
究

者
と
し
て
は
、
興
福
寺
は
学
問
寺
で

す
し
自
分
も
外
国
人
と
し
て
初
め
て

法
相
教
学
に
実
際
に
関
わ
っ
た
わ
け

で
色
々
な
時
代
背
景
や
歴
史
を
分
か

っ
た
上
で
修
行
す
る
の
で
非
常
に
面

白
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
歴
史
と

言
う
の
は
人
間
な
く
し
て
は
語
れ
な

い
も
の
で
す
。
実
際
に
そ
の
時
代
を

生
き
た
僧
侶
の
生
き
方
、
考
え
方
を

少
し
は
理
解
し
仏
教
徒
と
し
て
も
得

度
出
来
る
と
い
う
の
は
非
常
に
希
な

機
会
で
あ
っ
た
と
。
出
家
と
言
う
の

は
家
を
出
て
家
族
の
元
を
離
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
言
い
方
を
変
え
る

と
新
し
い
家
族
に
入
る
、
と
い
う
事

で
も
あ
り
ま
す
。
僧
侶
に
な
る
と
名

前
が
釋
（
し
ゃ
く
）
に
な
る
の
で
す

が
、
そ
れ
は
釈
迦
如
来
の
家
族
と
言

う
意
味
で
す
。
で
す
か
ら
一
度
得
度

す
る
と
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た

り
他
の
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
そ
の

縁
が
続
き
そ
の
家
族
、
そ
の
お
寺
の

一
員
と
言
う
こ
と
で
す
。

│
そ
の
よ
う
な
日
本
の
家
族
と
の

生
活
も
残
り
僅
か
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
が
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

来
年
の
８
月
に
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー

に
帰
る
予
定
で
す
。
研
究
成
果
も
そ

れ
な
り
に
上
が
り
ま
し
た
の
で
最
後

は
指
導
教
官
の
下
で
細
部
に
わ
た
る

指
導
を
受
け
な
が
ら
博
士
論
文
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
将
来
的

に
は
、
仏
教
と
言
う
の
は
宗
教
と
言

う
か
一
つ
の
生
き
方
で
す
の
で
、
そ

れ
を
少
し
で
も
多
く
の
学
生
に
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
風
に
思
い

ま
す
ね
。
理
想
は
日
本
の
大
学
で
職

を
得
て
僧
侶
を
続
け
る
と
い
う
事
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
難
し
い
の
が
現

状
で
す
の
で
、
い
ず
れ
は
英
語
圏
で

教
職
に
つ
く
の
が
目
標
で
す
。
一
生

興
福
寺
に
残
っ
て
僧
侶
と
し
て
生
き

て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
私
が
決
め
る
こ
と

で
は
な
く
て
最
終
的
に
私
が
人
材
と

し
て
何
処
へ
行
け
ば
一
番
良
い
の
か

そ
れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
力
強
く
語
っ
て
下

さ
っ
た
ザ
イ
レ
師
の
今
後
に
も
期
待

を
込
め
つ
つ
、
今
後
の
奨
学
金
制
度

の
益
々
の
発
展
を
望
む
声
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
度
第
24
回
分
の
募
集
は
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
10
月
頃
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
当
協
会
Ｈ
Ｐ

を
ご
参
照
下
さ
い
。



海外協力機関のご紹介

アジア圏 台湾・シンガポール

北 米 圏 アメリカ・カナダ・ハワイ・メキシコ

南 米 圏 ブラジル

欧 州 圏 ドイツ・イギリス
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ASIA

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
、
台
北
市
仏

学
研
究
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
現
在
の
台

湾
仏
教
伝
道
協
会
で
は
当
初
㈱
ミ
ツ
ト
ヨ

の
代
理
店
で
あ
る
星
隆
貿
易
と
建
大
貿
易

に
よ
り
「
仏
教
聖
典
」
を
配
布
す
る
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
61
（
１
９

８
６
）年
に
台
湾
ミ
ツ
ト
ヨ
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
後
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
台
湾

仏
教
伝
道
協
会
が
発
足
、「
仏
教
聖
典
」

の
頒
布
活
動
を
通
じ
て
台
湾
国
内
で
の
仏

教
精
神
・
文
化
の
普
及
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会
は
、

昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
へ
「
仏
教
聖
典
」
の
頒
布
活
動

を
基
軸
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
が
た
に

仏
教
精
神
、文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
く
為
、

松
中
悦
夫
理
事
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。台

湾
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
平
成
24

（
２
０
１
２
）
年
に
は
中
国
語
・
英
語
対

照
版
「
仏
教
聖
典
」
を
１
３
４
６
冊
、
和

英
対
照
版
を
２
０
４
冊
寄
贈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会

で
は
、
特
に
タ
イ
で
の
頒
布
数
が
伸
び
悩

み
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
余

り
進
展
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
は
頒
布
活
動
に

力
を
入
れ
、
更
に
多
く
の
方
が
た
に
「
仏

教
聖
典
」
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
く
機
会

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
10

月
３
日
〜
５
日
に
は
台
湾
三
豊
25
周
年
展

示
会
を
開
催
し
、
６
０
０
名
を
超
え
る
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
仏
教

伝
道
協
会
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
説
明
員

を
配
置
し
映
像
や
資
料
を
映
し
出
し
て
分

か
り
易
く
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
に
は
２
４
０
冊
の
「
仏
教

聖
典
」
を
配
布
、
ホ
テ
ル
よ
り
３
０
０
冊

の
寄
贈
依
頼
も
頂
戴
し
、
よ
り
多
く
の
方

が
た
に
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
12
月
３

日
に
は
２
年
に
１
度
開
催
の
台
湾
仏
教
伝

道
協
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
仏
教
伝

道
協
会
よ
り
沼
田
会
長
ら
が
出
席
さ
れ
、

〝
東
日
本
大
震
災
直
後
よ
り
継
続
的
に
被

災
者
の
為
の
様
々
な
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
事
や
小
学
生
に
も
仏
教
の
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
漫
画
で
仏
教
を
紹
介

し
た
本
を
出
版
す
る
事
〟
な
ど
多
岐
に
亘

る
活
動
内
容
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
総
会
に
は
元
内
政
部
部
長
で
現
在
、

亜
東
関
係
協
会
会
長
の
廖
了
以
氏
に
も
出

席
を
賜
り
、
参
加
者
は
総
勢
１
１
０
名
で

し
た
。

仏
教
を
通
じ
て
、
日
本
と
台
湾
の
文
化

交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
廖
了
以
会

長
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
活
動
を
高
く

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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米
国
仏
教
伝
道
協
会
は
、
昭
和
53
（
１

９
７
８
）
年
に
設
立
さ
れ
、
主
な
活
動
と

し
て
英
訳
大
蔵
経
翻
訳
出
版
事
業
の
推

進
、「
仏
教
聖
典
」
の
ア
メ
リ
カ
国
内
ホ

テ
ル
、
刑
務
所
、
公
共
施
設
へ
の
寄
贈
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
術
的
な
支
援
と

し
て
は
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
米
国
内
主

要
７
大
学
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
シ
カ
ゴ

大
学
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
ス
ミ
ス
大
学
、
米

国
仏
教
大
学
院
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
）
に
開
設
し
、
多
様
な

仏
教
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
る
こ

の
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
通
し
て
ア
メ
リ

カ
の
仏
教
学
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
ま
た
新
た
な
試
み
と
し
て
「
Ｂ
Ｄ

Ｋ
無
限
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
英
語
及

び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
仏
教
研
究
資
料
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
協
力
を
得
て
推
進
し

て
い
ま
す
。
米
国
仏
教
伝
道
協
会
は
現
在

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ナ
ガ
タ
理
事
長
を
中
心
と

し
た
４
名
の
職
員
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
国

内
の
様
々
な
仏
教
寺
院
、
研
究
セ
ン
タ
ー

等
と
協
力
し
仏
教
精
神
、
文
化
を
弘
め
る

べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

前
駐
米
大
使
　
藤
崎
一
郎
氏

ワ
シ
ン
ト
ン
惠
光
寺
来
訪

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
７
月
14
日
、

駐
米
大
使
（
当
時
）
藤
崎
一
郎
氏
が
初
め

て
ワ
シ
ン
ト
ン
惠
光
寺
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
藤
崎
氏
は
参
加
者
８
０
０
名
を
超
え

る
ワ
シ
ン
ト
ン
惠
光
寺
の
盆
踊
り
や
美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
大
変
驚
か
れ

た
様
子
で
し
た
。
藤
崎
氏
は
１
９
６
０
年

代
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
高
校
に

学
び
、
そ
の
後
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
に
て
学
位
を
取
得
さ
れ
平

成
20
（
２
０
０
８
）
年
よ
り
約
４
年
半
の

任
務
を
今
年
末
を
以
て
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
退
任
前
に
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵

ま
れ
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
の
東
日

本
大
震
災
の
際
に
沢
山
の
心
温
ま
る
ご
支

援
を
い
た
だ
い
た
ア
メ
リ
カ
の
皆
さ
ま
に

御
礼
の
意
を
表
さ
れ
、
盆
踊
り
と
い
う
催

し
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
絆
を
再

認
識
す
る
大
変
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

出
版
関
連
事
業

米
国
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
の
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人

ホ
テ
ル
経
営
者
協
会
（Asian

Am
erican

HotelOwners
Association：

平
成
元

（
１
９
８
９
）
年
設
立
、
約
20
万
軒
・
１
万

名
以
上
の
会
員
数
を
誇
る
）
加
盟
以
来
、

同
協
会
と
の
連
携
を
深
め
全
米
の
ホ
テ
ル

等
の
宿
泊
施
設
へ
の
「
仏
教
聖
典
」
寄
贈

活
動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
平
成
24

（
２
０
１
２
）
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
（
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
）
に
て
２
日
間
に
亘
り
定
例
会

議
が
開
催
さ
れ
、
開
催
期
間
中
に
「
仏
教

聖
典
」
を
客
室
に
常
備
し
た
い
と
の
依
頼

を
多
数
受
け
、
計
約
６
０
０
０
冊
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
尚
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）

年
の
開
催
地
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
（
テ
キ
サ

ス
州
）
の
予
定
で
す
。

「
仏
教
聖
典
」
と
並
び
「
英
訳
大
蔵
経
」

翻
訳
出
版
事
業
も
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

に
は
維
摩
經
義
疏
（Yuim

akyo ‐gisho,
Taisho

2186

）
が
刊
行
さ
れ
、
ハ
ワ
イ

大
学
プ
レ
ス
社
を
通
じ
バ
ー
ク
レ
ー
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
の
書
店
に
て
一
般
の

方
々
で
も
直
接
購
入
が
可
能
に
な
り
、
よ

り
身
近
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
今
後
の
刊
行
予
定
、
そ
の
他
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
仏
教
伝
道
協
会
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
下
さ
い
。
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世界における仏教伝道協会

   
     
      

     
   F   

  

  
      

     
   

    F    
  

BDK AMERICA 
2620 Warring Street, Berkeley, CA 94704  U.S.A. 
Tel: +1(510)843-4128  Fax: +1(510)845-3409 
E-mail: orders@bdkamerica.org 
http://www.bdkamerica.org 

 
       

     
   F   

  

  
       

   F   
 

  
       

   
  

  

    
    
         
        
   F   

  

    
      

       
    

  
 

    
      

       
    F    

  

北米地区沼田仏教講座コーディネーター会議



カ
ナ
ダ
仏
教
伝
道
協
会
は
、
昭
和
62

（
１
９
８
７
）
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
は
一
般
個
人
向
け
以
外
に
も
カ
ナ
ダ

国
内
ホ
テ
ル
へ
の
「
仏
教
聖
典
」
寄
贈
活

動
を
推
進
す
べ
く
積
極
的
に
ホ
テ
ル
業
界

主
催
の
展
示
会
な
ど
に
参
加
、
米
国
仏
教

伝
道
協
会
や
地
元
の
各
仏
教
会
と
も
連
携

を
と
り
つ
つ
頒
布
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
、
ト
ロ
ン
ト
大

学
、
マ
ギ
ル
大
学
に
於
け
る
「
沼
田
仏
教

講
座
」
の
開
設
や
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
で

の
奨
学
金
制
度
設
置
（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
カ
ナ
ダ
奨

学
金
）
へ
の
支
援
な
ど
、
現
在
、
本
庄
康

雄
理
事
を
中
心
に
幅
広
い
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
の
Ｂ
Ｄ
Ｋ

カ
ナ
ダ
奨
学
金
の
奨
学
生
ト
リ
ノ
・
ロ
ッ

バ
ン
氏
は
日
本
へ
の
留
学
を
果
た
し
、
１

年
間
伊
吹
敦
先
生
（
東
洋
大
学
文
学
部
教

授
、
専
門：

中
国
仏
教
、
禅
）
の
指
導
の

下
で
研
究
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

ロ
ッ
バ
ン
氏
は
各
国
よ
り
仏
教
学
を
学

ぶ
為
に
集
ま
っ
た
学
生
や
研
究
者
に
囲
ま

れ
た
東
洋
大
学
で
の
生
活
、
ま
た
更
に
駒

澤
大
学
や
東
京
大
学
の
素
晴
ら
し
い
蔵
書

を
活
用
し
た
貴
重
な
体
験
を
振
り
返
り
、

留
学
で
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
充
実
し
た

日
々
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
（
ロ
ッ
バ
ン

氏
の
詳
細
報
告
は
英
語
頁
参
照
）。

今
後
も
カ
ナ
ダ
仏
教
伝
道
協
会
は
ロ
ッ

バ
ン
氏
の
よ
う
に
仏
教
学
を
志
し
、
日
本

へ
の
留
学
を
希
望
す
る
カ
ナ
ダ
国
籍
の
学

生
、
研
究
者
を
対
象
に
支
援
を
続
け
る
予

定
で
す
。
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紹介 NORTH AMERICA
ハワイ仏教伝道協会

世界における仏教伝道協会

ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
は
、
昭
和
53

（
１
９
７
８
）
年
に
初
代
理
事
長
と
し
て

約
20
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
ラ
ル
フ
・

ホ
ン
ダ
氏
と
仏
教
伝
道
協
会
の
発
願
者
で

あ
る
沼
田
惠
範
師
の
働
き
か
け
に
よ
り
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）

年
３
月
か
ら
は
ハ
ワ
イ
大
学
名
誉
教
授
で

あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ナ
ベ
理
事
長
を
迎

え
、
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
他
に

あ
る
ホ
テ
ル
や
寺
院
、
そ
の
他
施
設
へ
の

「
仏
教
聖
典
」
寄
贈
を
通
じ
て
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
、「
仏
教
聖

典
」
の
配
布
状
況
は
夏
の
盆
踊
り
で
の
配

布
が
寺
院
関
係
で
は
最
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
ホ
テ
ル
で
は
ワ
イ
キ
キ
･
ハ
レ
・

コ
ア
と
言
う
ア
メ
リ
カ
軍
が
運
営
す
る
ホ

テ
ル
へ
多
数
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
近
年
で
は
ハ
ワ
イ
州
内
の
ホ
テ
ル

へ
の
頒
布
は
飽
和
状
態
に
あ
り
新
規
の
配

布
は
大
変
厳
し
く
、
一
部
の
ホ
テ
ル
で
は

「
仏
教
聖
典
」
を
宗
教
的
理
由
か
ら
拒
否

さ
れ
る
事
も
多
い
状
況
で
す
。
そ
し
て
設

置
自
体
を
と
り
や
め
る
ホ
テ
ル
も
年
々
増

加
し
て
お
り
非
常
に
残
念
で
す
が
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
に
は
11
軒
の
在
ハ
ワ
イ

島
ホ
テ
ル
、
同
じ
く
11
軒
の
在
オ
ア
フ
島

ホ
テ
ル
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
現
在

で
は
７
軒
の
在
ハ
ワ
イ
島
ホ
テ
ル
、
２
軒

の
在
オ
ア
フ
島
ホ
テ
ル
よ
り
客
室
へ
の
常

備
中
止
の
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

で
す
。

ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
や
は
り

各
ホ
テ
ル
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

が
最
も
近
道
だ
と
実
感
し
、
平
成
24
（
２

０
１
２
）
年
１
月
に
は
約
60
軒
の
ホ
テ
ル

に
連
絡
し
内
５
軒
へ
の
頒
布
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
（
約
８
％
の
配
布
率
）。
現
在

更
に
50
軒
の
ホ
テ
ル
に
連
絡
を
試
み
て
い

る
と
こ
ろ
で
ハ
ワ
イ
観
光
・
宿
泊
所
協
会

の
新
理
事
長
に
も
ご
協
力
を
仰
ぎ
今
後
の

新
た
な
展
開
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま

す
。

Am
azon

Kindle
（
ア
マ
ゾ
ン
・
キ
ン
ド
ル
）
版

「
仏
教
聖
典
」
の
ご
案
内

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
６
月
Ｂ
Ｄ
Ｋ

ハ
ワ
イ
で
は
ア
マ
ゾ
ン
（
大
手
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
）
に
て
取
り
扱
い
の

あ
る
既
存
の
電
子
書
籍
版
「
仏
教
聖
典
」

に
加
え
、
キ
ン
ド
ル
（
ア
マ
ゾ
ン
が
製

造
・
販
売
す
る
電
子
書
籍
を
閲
覧
す
る
た

め
の
専
用
端
末
）
版
「
仏
教
聖
典
」

（
４
・
99
米
ド
ル
）
の
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
日
本
の
仏
教
伝
道
協
会
が

販
売
し
て
い
るiPhone

版
、iPad

版
に
加

え
「
仏
教
聖
典
」
に
新
た
な
仲
間
が
増
え

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

キ
ン
ド
ル
版
「
仏
教
聖
典
」
の
制
作
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
Ｐ
Ｄ
Ｆ
テ
キ
ス
ト
か

らM
icrosoft

W
ord

（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
・
ワ
ー
ド
）
へ
の
変
換
が
必
要
に
な
る

な
ど
、
そ
の
道
の
り
は
長
く
遠
い
も
の
で

し
た
。
そ
れ
で
も
ワ
ー
ド
化
し
た
デ
ー
タ

を
ア
マ
ゾ
ン
側
に
提
出
す
る
と
瞬
時
に
キ

ン
ド
ル
版
が
完
成
し
、
平
成
24
（
２
０
１

２
）
年
７
月
か
ら
９
月
の
３
ヶ
月
間
で
ア

メ
リ
カ
国
内
、
欧
州
圏
だ
け
で
も
約
１
０

０
冊
を
売
り
上
げ
、
そ
の
規
模
は
更
に
広

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
キ
ン
ド
ル
版
発

売
に
あ
た
っ
て
広
告
は
出
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
世
界
各
国
の
方
が
た
が
ア
マ
ゾ
ン
の

サ
イ
ト
か
ら
私
た
ち
の
「
仏
教
聖
典
」
を

探
し
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
は
１
２
０
０

を
越
え
る
在
米
仏
教
系
団
体
情
報
を
入
手

し
ま
し
た
の
で
そ
ち
ら
向
け
に
電
子
メ
ー

ル
で
の
宣
伝
を
試
み
る
予
定
で
す
。
科
学

技
術
の
不
思
議
…
そ
の
進
歩
は
大
変
有
り

難
い
限
り
で
す
。
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メキシコ仏教伝道協会

紹介 NORTH AMERICA世界における仏教伝道協会

メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
は
昭
和
60

（
１
９
８
５
）
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
戸
高
紘
一
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
が
、「
仏
教
聖
典
」

を
ホ
テ
ル
へ
常
備
し
て
い
た
だ
く
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

現
在
ま
で
に
そ
の
数
は
19
万
冊
を
超
え

メ
キ
シ
コ
全
土
１
０
０
０
軒
以
上
の
ホ
テ

ル
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、〝
仏
教
精
神
に
基
づ
い
た
心
の

開
発
〟
と
題
し
て
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま

で
の
教
育
機
関
へ
出
向
き
、「
仏
教
聖
典
」

を
教
材
と
し
、指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を

中
心
に
発
展
を
遂
げ
た
メ
キ
シ
コ
第
４
の

都
市
プ
エ
ブ
ラ
市
の
世
界
遺
産
に
指
定
さ

れ
て
い
る
歴
史
地
区
に
位
置
す
る
私
立

Alva
Edison

大
学
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

同
校
は
高
等
学
校
も
備
え
た
、
全
校
生
徒

約
１
８
０
０
名
、
教
師
約
80
名
の
大
学
で

す
。
こ
ち
ら
で
は
全
て
の
学
生
及
び
教
師

た
ち
に
「
仏
教
聖
典
」
を
配
布
し
、
こ
の

教
え
を
精
神
的
支
柱
と
し
勉
学
に
勤
し
む

こ
と
を
訓
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
課
外
活

動
と
し
て
、
先
生
方
や
学
生
の
代
表
を
対

象
と
し
た
仏
教
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

先
生
方
に
は
、
た
だ
単
に
仏
教
の
専
門
知

識
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
た
ち
が

学
ん
だ
事
を
仏
教
精
神
に
基
づ
い
て
ど
の

よ
う
に
活
用
し
世
の
中
に
貢
献
で
き
る
か

を
教
え
、
学
生
た
ち
に
は
、
身
に
着
け
た

仏
教
精
神
に
基
づ
い
て
習
得
し
た
学
問
を

活
か
し
、
優
れ
た
社
会
人
に
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
戸
高
理
事
長
が
住
職
を
務
め
る

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
は
、
超
宗
派
の
単
立
仏

教
寺
院
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
市
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
で
は
近
年
、

仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
人
が
増

え
つ
つ
あ
り
、
毎
年
２
回
の
入
門
式
や
仏

教
儀
式
と
し
て
、
冠
婚
葬
祭
、
盂
蘭
盆
会
、

落
慶
法
要
、
初
参
式
、
法
事
等
を
行
い
、

ま
た
定
例
の
法
務
活
動
と
し
て
、
毎
週
の

日
曜
法
話
会
、
週
２
回
の
メ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
週
２
回
の
仏
教
セ
ミ
ナ
ー
、
年
６

回
か
ら
10
回
の
安
居
合
宿
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
仏
の
教
え
に
目
覚

め
た
門
信
徒
が
師
弟
と
な
り
、
剣
道
、
杖

道
、
空
手
道
、
棋
道
（
囲
碁
）、
ヨ
ー
ガ
、

合
気
道
等
、
日
本
の
文
武
活
動
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
映
画
を
観
て
、
そ

の
内
容
を
仏
教
的
視
点
か
ら
話
し
合
い
を

す
る
映
写
会
や
誕
生
会
、
祖
先
祭
な
ど
そ

の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
設
立
を
支
援
し
、
メ
キ
シ

コ
惠
光
寺
の
草
木
山
河
を
表
現
し
た
庭
園

に
隣
接
す
る
和
風
食
べ
処
『
茶
え
ん
』
で

は
、
精
進
料
理
を
中
心
と
し
た
和
食
や
新

鮮
な
緑
茶
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

か
ら
の
駐
在
員
の
方
が
た
の
中
で
、
日
本

人
学
校
の
幼
稚
園
や
小
学
校
に
通
う
お
子

様
を
お
持
ち
の
方
が
た
に
子
供
体
操
や
絵

画
教
室
、
母
親
の
集
い
の
場
等
に
メ
キ
シ

コ
惠
光
寺
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
日
本
の
お
も
い
や
り
や
お
も
て

な
し
の
精
神
を
伝
え
て
い
ま
す
。
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紹介 SOUTH AMERICA
南米仏教伝道協会

世界における仏教伝道協会

南
米
仏
教
伝
道
協
会
は
、
昭
和
55
（
１

９
８
０
）
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
於
け
る
「
仏
教
聖
典
」
頒
布
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
事
務
局
は
水
谷

隆
理
事
長
を
は
じ
め
８
名
の
職
員
で
運
営

さ
れ
様
々
な
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　

ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
国
は
人
種
の
坩
堝
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
人
種
、

民
族
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
る
で
世
界

の
人
々
の
姿
を
こ
こ
に
集
約
し
た
か
の
よ

う
で
も
あ
り
、
決
し
て
排
他
的
で
な
い
国

民
性
に
温
か
み
の
あ
る
生
活
環
境
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
の
「
仏
教
聖

典
」
頒
布
状
況
は
ホ
テ
ル
へ
は
月
平
均
２

５
２
冊
、寺
院
へ
は
月
平
均
33
冊
で
し
た
。

な
お
「
仏
教
聖
典
」
に
興
味
を
持
ち
、
個

人
的
に
入
手
し
た
い
と
い
う
依
頼
が
平
成

23
（
２
０
１
１
）
年
と
平
成
24
（
２
０
１

２
）
年
合
わ
せ
て
１
８
５
件
あ
り
、
そ
の

内
11
％
が
日
系
人
、
89
％
が
非
日
系
人
と

い
う
比
率
で
し
た
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
は
新

興
国
の
一
つ
と
し
て
産
業
へ
の
投
資
も

徐
々
に
進
み
、
諸
外
国
の
企
業
も
多
く
進

出
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
向
か

ら
英
語
や
中
国
語
の
「
仏
教
聖
典
」
の
常

備
を
希
望
す
る
ホ
テ
ル
も
徐
々
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
俗
称
「
ベ
ン
　
チ
　
ビ

ー
（Bem

te
vi

）」
と
呼
ば
れ
る
小
鳥
が

い
ま
す
。
こ
れ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
あ

な
た
に
逢
え
て
嬉
し
い
」
と
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
が
、
あ
た
か
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
そ
う
さ
さ
や
い
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
期
一
会
を
小
鳥
の
言
葉
で
い
え
ば

「
ベ
ン
　
チ
　
ビ
ー
」
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
出
会

い
を
大
切
に
南
米
各
国
で
の
活
動
を
推
進

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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EUROPE

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
伝
道
協
会
は
、
ド
イ

ツ
惠
光
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
青
山
隆
夫
所

長
を
中
心
に
惠
光
寺
・
惠
光
日
本
文
化
セ

ン
タ
ー
・
惠
光
幼
稚
園
の
運
営
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
惠
光
寺
の
境
内
に
は
、
広
大

な
日
本
庭
園
が
広
が
り
、
日
本
文
化
に
関

心
を
持
つ
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
々
が

日
々
訪
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
ち
ら
で
は
書
道
・
日
本
語
・

日
本
舞
踊
・
い
け
ば
な
・
琴
な
ど
の
文
化

コ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
月
に
一
度
日

本
家
屋
で
の
お
茶
会
や
日
本
映
画
上
映
会

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
秋
に
は

庭
園
祭
が
催
さ
れ
、
庭
園
に
設
置
さ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
に
於
い
て
太
鼓
・
日
本
舞
踊
・

琴
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
館
内
で
は

い
け
ば
な
の
展
覧
会
が
開
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
は
毎
年
春
に

日
本
デ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
イ
ベ
ン

ト
に
あ
わ
せ
て
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

は
本
堂
で
片
野
聡
氏
に
よ
る
篠
笛
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
に
は

落
語
家
の
三
遊
亭
兼
好
氏
と
三
味
線
の
恩

田
え
り
氏
に
よ
る
落
語
会
が
開
か
れ
、
多

く
の
ド
イ
ツ
人
が
日
本
の
落
語
を
堪
能
し

ま
し
た
。

ま
た
、ホ
テ
ル
や
仏
教
団
体
へ
の
配
布
、

個
人
へ
の
販
売
を
中
心
に
「
仏
教
聖
典
」

の
頒
布
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
イ

ツ
国
内
の
ホ
テ
ル
は
、
ド
イ
ツ
の
高
級
ホ

テ
ル
チ
ェ
ー
ンSteigenberger

系
列
の

ホ
テ
ル
が
主
で
、
新
規
ホ
テ
ル
開
業
時
に

は
必
ず
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
平
成
23
〜
24
（
２
０
１
１
〜
１
２
）

年
は
上
記
に
加
え
新
規
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ギ

リ
シ
ャ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
・

チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
ホ
テ
ル
な
ど
か

ら
も
注
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
仏

教
団
体
に
も
無
償
で
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
仏
教
の
精
神
を
教
え
る

為
に
使
用
し
た
い
と
の
要
望
が
複
数
の
学

校
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
「
仏
教
聖
典
」
を
配

布
、
そ
れ
以
外
に
も
ド
イ
ツ
の
刑
務
所
図

書
館
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
受
刑
者
の
国
籍

に
あ
わ
せ
て
28
言
語
の
「
仏
教
聖
典
」
を

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

個
人
向
け
に
は
、
惠
光
セ
ン
タ
ー
へ
の

来
館
者
へ
の
販
売
や
お
問
い
合
わ
せ
を
頂

い
た
方
へ
の
有
償
送
付
が
主
に
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
ホ
テ
ル
で
触
れ
た
聖
典
の

内
容
に
感
銘
を
受
け
て
連
絡
し
て
く
る
方

が
増
え
て
お
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
の

間
で
仏
教
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
伝
道
協
会
で

は
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
（
ド
イ
ツ
）、
ラ
イ

デ
ン
大
学
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
ウ
ィ
ー
ン
大

学
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
３
大
学
に
「
沼

田
仏
教
講
座
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
平

成
23
（
２
０
１
１
）
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
が
ア
メ
リ
カ
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
な
ど
か
ら
著
名
な
仏
教
研
究
者
を

招
聘
し
、
公
開
講
座
や
講
義
・
仏
典
講
読

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成23年
（2011）
平成24年
（2012）

個人・団体への販売・寄贈　1,018冊
ホテルへの寄贈　3,080冊
個人・団体への販売・寄贈　586冊
ホテルへの寄贈　7,308冊

仏教聖典頒布実績

沼田仏教講座実績
ハンブルク大学（ドイツ）

期　間

講　師
タイトル

平成23（2011）年10月～
平成24（2012）年１月

フランチェスコ・スフェラ教授（ナポリ東洋大学）
初期カーラチャクラ派の歴史

ライデン大学（オランダ）

期　間

講　師
タイトル

平成23（2011）年９月～
平成24（2012）年12月

ヴァンサン・エルチンガー博士(オーストリア科学アカデミー)
後期インド仏教哲学の弁証範囲

ウィーン大学（オーストリア）

期　間

講　師
タイトル

平成23（2011）年10月～
平成24（2012）年１月

ジョン・ターバー教授（ニューメキシコ大学）
龍樹の『廻諍論』
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ヨーロッパ仏教伝道協会

紹介 世界における仏教伝道協会

「
沼
田
仏
教
講
座
」

大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
国

際
仏
教
伝
道
事
業
の
一
環
と
し
て
欧
州
の

主
要
大
学
に
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
各
大
学
の
教
授
が
中
心

と
な
り
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
９
月

28
日
〜
30
日
の
３
日
間
に
亘
っ
て
ド
イ
ツ

惠
光
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
学
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

形
式
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
に
欧
州
で
初
め
て
講
座
が
設

置
さ
れ
た
１
９
９
０
年
以
来
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
。
今
回
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
や

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
教
授
も
加
わ
り
、

仏
教
学
に
興
味
の
あ
る
一
般
の
方
々
も
多

数
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

冒
頭
で
仏
教
伝
道
協
会
沼
田
智
秀
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
教
授
（
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
）
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ツ

ィ
ン
マ
ー
マ
ン
教
授（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
）、

ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
テ
ス
教
授

（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
）、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ル

ク
教
授
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
）
ら
多
数
の
仏

教
研
究
者
が
発
表
を
行
い
、
発
表
後
は
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
主
に

仏
教
に
お
け
る
如
来
蔵
思
想
が
中
心
的

な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
が
、
討
議
の

話
題
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
変
広

範
囲
に
及
び
ま
し
た
。
最
後
の
発
表
は

仏
教
伝
道
協
会
の
理
事
で
も
あ
る
桂
紹

隆
教
授
（
龍
谷
大
学
）
が
行
い
、
発
表

の
中
で
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
創
設
し

た
沼
田
惠
範
師
に
触
れ
、
講
座
の
意
義

に
つ
い
て
説
か
れ
ま
し
た
。

第
16
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
真
宗
会
議
開
催

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
大
谷
光
淳
新
門
ご

臨
席
の
も
と
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

８
月
31
日
〜
９
月
２
日
の
３
日
間
に
亘
り

〝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
真
宗
会
議
〟
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
16
回
を
迎
え
た
今
回
の
会
議

の
テ
ー
マ
は
〝The

Im
portance

of
Sangha

〟（
サ
ン
ガ
の
重
要
性
）
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
真
宗
会
議
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
念
仏
者
た
ち
が
２
年
に
１
度
集
ま
り

浄
土
真
宗
の
教
え
に
つ
い
て
学
び
を
深
め

る
場
で
、
既
に
30
年
近
く
の
歴
史
を
有
し

て
い
ま
す
。
惠
光
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
は

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
以
来
６
年
ぶ
り

に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
会
議
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
や
日
本
か
ら
だ
け
で
な
く
、

ア
メ
リ
カ
や
ネ
パ
ー
ル
か
ら
も
参
加
者
が

集
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
枠
を
超
え
更
に

国
際
的
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し

た
。初

日
に
開
催
さ
れ
たIA

SBS

（InternationalAssociation
of

Shin
Buddhist

Studies

／
国
際
真
宗
学
会
）

で
は
、
ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
会
長
（
武
蔵
野

大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
皮
切
り
に
、
５
名
の

方
が
た
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
テ
ー
マ
は
仏
教
教
義
か
ら
心
理

学
、
脳
死
の
話
題
ま
で
大
変
多
岐
に
わ
た

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
真
剣
な
面
持
ち

で
発
表
に
耳
を
傾
け
、
活
発
に
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
日
に
開
催
さ
れ
た

IABC

（InternationalAssociation
of

BuddhistCulture

／
国
際
仏
教
文
化
協

会
）
会
議
も
、
前
日
同
様
長
時
間
に
わ
た

っ
て
大
変
白
熱
し
た
議
論
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

最
終
日
に
は
、
本
堂
に
て
帰
敬
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
帰
敬
式
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
・

親
鸞
聖
人
の
御
前
で
真
宗
門
徒
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
し
、
お
念
仏
を
申
す
生
活
を
送

る
こ
と
を
誓
う
儀
式
で
す
。
今
回
、
普
段
か

ら
惠
光
寺
の
月
例
勤
行
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
が
た
を
中
心
に
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ベ

ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の

13
名
が
大
谷
光
淳
新
門
か
ら
お
か
み
そ
り
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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紹介 EUROPE

英国仏教伝道協会

世界における仏教伝道協会

英
国
仏
教
伝
道
協
会
は
、
昭
和
63
（
１

９
８
８
）
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
ハ
ン

プ
シ
ャ
ー
州
ア
ン
ド
ー
バ
ー
に
あ
る
英
国

ミ
ツ
ト
ヨ
本
社
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
以
来
、
英
国
内
の
ホ
テ
ル
、
学
校
、

病
院
、
刑
務
所
等
へ
の
「
仏
教
聖
典
」
の

頒
布
、
更
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

（BalliolCollege

）
及
び
ロ
ン
ド
ン
大
学

（School
of

O
riental

&
 A

frican
Studies

）
に
お
け
る
「
沼
田
仏
教
講
座
」

開
設
支
援
を
主
な
活
動
と
し
て
お
り
ま

す
。現

在
は
主
に
ガ
ン
シ
ン
・
ロ
ッ
ク
顧
問

と
片
山
貴
司
理
事
の
二
人
三
脚
で
「
仏
教

聖
典
」の
普
及
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ロ
ッ
ク
顧
問
の
ご
尽
力
の
お
陰
も
あ

り
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
は
合
計

１
６
７
５
部
の
「
仏
教
聖
典
」
を
英
国
内

に
あ
る
ホ
テ
ル
、
学
校
、
病
院
、
刑
務
所

等
に
頒
布
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ホ

テ
ル
へ
の
頒
布
数
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
点
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

英
国
内
の
大
学
に
お
け
る
「
沼
田
仏
教

学
講
座
」
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

（
２
０
１
２
）
年
７
月
以
降
空
位
に
な
っ

て
い
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
於
け

る
「
沼
田
仏
教
学
講
座
」
教
授
に
10
月
１

日
付
け
で
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
ザ
ケ
ッ
テ
ィ
教

授
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
、
沼
田
会
長
が
６

月
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
表
敬
訪

問
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
於
け
る
「
沼

田
仏
教
講
座
」
も
現
在
継
続
に
向
け
て
の

最
終
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
、
近
日
中
に

完
了
で
き
る
見
込
み
で
す
。

左から

Professor Richard Gombrich/ゴンブリッチ教授（OCBS取締役）
Professor Drummond Bone/ボーン教授（ベリオールカレッジ学長）
Professor Edmund Herzig（沼田仏教学教授 選考責任者）
Professor Chris Minkowski（サンスクリット学教授）
撮影場所：オックスフォード大学内Balliol Collegeの学長室
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『
礼
讃
文
（
ら
い
さ
ん
も
ん
）』
に
、

人
身
（
に
ん
じ
ん
）
受
け
難
（
が
た
）
し
、
今
、
す
で
に
受
く
。

（
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
の
は
難
し
い
こ
と
だ
が
、
今
す
で
に
こ
う
し
て
生
ま
れ
て
来
て
い
る
。）

 

仏
法
（
ぶ
っ
ぽ
う
）
聞
き
難
し
、
今
、
す
で
に
聞
く
。

（
仏
教
の
教
え
を
聞
く
機
会
は
、
な
か
な
か
得
難
い
が
今
す
で
に
こ
う
し
て
聞
い
て
い
る
。）

 

こ
の
身
、
今
生
（
こ
ん
じ
ょ
う
）
に
向
か
っ
て
度
（
ど
）
せ
ず
ん
ば
、

（
こ
の
好
機
を
活
か
し
て
、
こ
の
私
が
現
在
の
人
生
に
於
い
て
救
わ
れ
な
け
れ
ば
）

 

さ
ら
に
い
ず
れ
の
生
（
し
ょ
う
）
に
向
か
っ
て
か
こ
の
身
を
度
せ
ん
。

（
一
体
他
の
ど
の
人
生
に
於
い
て
救
わ
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。）

と
あ
り
ま
す
。

度
と
は
、「
ま
よ
い
」
か
ら
「
さ
と
り
」
に
わ
た
る
こ
と
で
す
。

わ
が
身
を
度
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た
の
が
、
人
間
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

機　
会

ささえあって

　
な
に
を
す
る
に
も
、
き
っ
か
け
と
言
い
ま
す
か
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
・
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
と
、
あ
と
で
、

ど
れ
ほ
ど
地
団
駄
（
じ
た
ん
だ
）
踏
ん
で
悔
（
く
）
や
ん
で
も
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
人
間
と
し
て
こ
の
世
に
誕
生
し
ま
し
た
。

人
間
に
生
ま
れ
た
機
会
に
、
本
当
に
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
、

人
間
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
き
っ
か
け
・
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
を
本
気
で
考
え
な
い
と
、
人
間
に
生
ま
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
無
に
し
ま
す
。

（
仏
教
伝
道
協
会 

会
長 

沼
田
智
秀 

著
『
さ
さ
え
あ
っ
て
』 

│
百
八
つ
の
お
も
い
│ 

よ
り
）
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